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市からのおしらせ満載市からのおしらせ満載

インフォメーション（18～21）インフォメーション（18～21）

市民スポーツフェスタ（2～4）

市役所各部署のしごと（6～7）

市民スポーツフェスタ（2～4）

市役所各部署のしごと（6～7）

移動市長室（12～15）移動市長室（12～15）

ココロをひとつに、足並みそろえて！
（市民スポーツフェスタ運動会部門、10人11脚）



市民ふれあい

スポーツ
フェスタ

　

合
併
1
周
年
を
記
念
す
る
「
雲
仙
市
民
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」が
、
10
月
8
日（
日
）に
吾

妻
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
吾
妻
体
育
館
周
辺
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、抜
け
る
よ
う
な
青
空
が
広
が
り
、ピ
ー

ク
時
に
は
、
雲
仙
市
内
か
ら
約
６
０
０
０
人
が
集

ま
り
、
延
べ
入
場
者
数
も
1
万
人
を
超
え
る
ほ
ど

で
、
運
動
会
部
門
、
ふ
れ
あ
い
広
場
部
門
、
健
康
づ

く
り
部
門
と
三
つ
の
部
門
を
設
置
し
、
雲
仙
市
挙

げ
て
の
祭
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
合
併
1
周
年
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
、「
雲
仙
市
全
域
を
健
康
で
明
る
く

活
力
に
満
ち
た
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
行
こ
う
」

「
雲
仙
市
民
と
し
て
親
睦
融
和
の
精
神
を
育
も
う
」

と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

運
動
会
部
門
で
は
、
９
時
20
分
か
ら
総
合
開
会

式
を
開
催
。大
会
会
長
で
も
あ
る
市
長
が
「
今
大
会

で
７
つ
の
町
が
一
つ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
肌

で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、
愉
快
で
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
小
浜
中
学
校
2
年
の
関
愛
里
咲
さ
ん
が

「
新
し
い
市
の
誕
生
に
ふ
さ
わ
し
い
さ
わ
や
か
な

笑
顔
と
喜
び
を
、す
べ
て
の
人
と
分
か
ち
合
い
、和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
競
技
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」と
力
強
く
選
手
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

競
技
に
入
る
と
、小
学
校
対
抗
リ
レ
ー
で
、い
き

な
り
会
場
の
盛
り
上
が
り
も
最
高
潮
に
。中
学
校

対
抗
に
よ
る
「
風
に
負
け
る
な
ベ
イ
ビ
ー
」、
老
人

会
に
よ
る「
玉
入
れ
」に
も
多
く
の
声
援
が
送
ら
れ
、

婦
人
会
か
ら
は
、「
炭
坑
節
」「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
各
町
の
自
治
会
参
加

者
に
よ
る「
与
作
と
妻
た
ち
」「
輪
投
げ
」「
力
自
慢
」

な
ど
も
行
わ
れ
、趣
向
が
凝
ら
さ
れ
た
競
技
に
、悪

戦
苦
闘
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、

「
各
種
団
体
リ
レ
ー
」や
小
学
校
５
、６
年
生
が
、み

ん
な
の
力
を
合
わ
せ
て
一
生
懸
命
走
る
「
10
人
11

脚
」な
ど
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
観
客
も
声
を

か
ら
し
て
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
体
育
館
で
は
、
健
康
づ
く
り
部
門
に

よ
る
「
食
と
運
動
の
カ
ロ
リ
ー
診
断
」「
太
極
拳
に

よ
る
健
康
体
操
」「
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
」
な
ど
運
動

を
中
心
と
し
た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
体
育
指
導
委
員
が
考
案

し
た
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
「
ア
ヅ
マ
ク
ロ

ス
」
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
「
綱
引
き
」
が
行
わ

れ
、多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

体
育
館
前
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
コ
ン
サ
ー
ト
」

「
琉
球
國
祭
り
太
鼓
」「
小
浜
太
鼓
」「
瑞
宝
太
鼓
」

「
観
櫻
火
宴
」
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

そ
の
周
辺
で
は
、「
消
防
署
は
し
ご
車
体
験
」、長
崎

大
学
工
学
部
の
協
力
に
よ
る
「
ロ
ボ
ッ
ト
操
縦
体

験
」、
島
原
農
業
高
校
の
協
力
に
よ
る
「
動
物
ふ
れ

あ
い
体
験
」、「
ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
体
験
」な
ど
の
コ

ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
多
く
の
人
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。こ
の
ほ

か
、商
工
会
、認
定
農
業
者
団
体
な
ど
に
よ
る
物
産

コ
ー
ナ
ー
、「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
」
や

「
足
湯
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
「
ふ
れ

あ
い
広
場
」と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
ふ
れ
あ
い
部
門
の
ス
テ
ー
ジ
広
場
の

総
合
閉
会
式
で
締
め
く
く
り
、
万
歳
三
唱
で
大
会

の
成
功
を
祝
い
ま
し
た
。

↑熱いレースが繰り広げられた「小学校対抗リレー」

↓関さんによる選手宣誓

「アヅマクロス」を楽しむ参加者

バザーや足湯コーナーなども大盛況

ステージで行われたさまざまなアトラクション
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【
グ
ラ
ウ
ン
ド
競
技
】

○
小
学
校
対
抗
リ
レ
ー

男
子

　

１
位　

千
々
石
第
一
小
学
校

　

２
位　

愛
野
小
学
校
Ｂ

　

３
位　

大
正
小
学
校

女
子

　

１
位　

多
比
良
小
学
校

　

２
位　

千
々
石
第
一
小
学
校

　

３
位　

神
代
小
学
校

○
風
に
負
け
る
な
ベ
ィ
ビ
ー

中
学
生
男
子

　

１
位　

瑞
穂
中
学
校

　

２
位　

国
見
中
学
校

　

３
位　

愛
野
中
学
校

中
学
生
女
子

　

１
位　

国
見
中
学
校

　

２
位　

吾
妻
中
学
校

　

３
位　

愛
野
中
学
校

○
玉
い
れ

　

１
位　

国
見
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

２
位　

瑞
穂
町
老
人
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ラ
ブ
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合
会

　

３
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小
浜
町
老
人
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ラ
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連
合
会

○
与
作
と
妻
た
ち

　

１
位　

千
々
石
地
区

　

２
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吾
妻
地
区

　

３
位　

愛
野
地
区
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各
種
団
体
リ
レ
ー

一
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１
位　

小
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署

　

２
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々
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ー
ツ
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部
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３
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崎
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地
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２
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）

　

２
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）

　

３
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）

○
10
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11
脚

　

１
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小
学
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Ｂ
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小
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Ａ
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第
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Ｂ
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Ａ

　

２
位　

北
串
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
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石
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３
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縄
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〃  　

南
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３
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【
体
育
館
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】

○
綱
引
き

　

１
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愛
野
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２
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千
々
石
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運
動
会
部
門　

競
技
結
果

市民ふれあいスポーツフェスタ

①チアリーディング「Ｄ
ＲＥＡＭＳ」による演
技／②健康づくり部門
で行われた「健康相談」
／③「ふれあい広場」で
はロボット体験コー
ナーも／④ＰＴＡ対抗
で行われた「ブタさんこ
ちら」／⑤中学生がパラ
シュートをバトン代わり
にリレーする「風に負け
るなベイビー」／⑥老
人会の皆さんによる「玉
入れ」／⑦体育館の駐
車場での「はしご車体
験」コーナー／⑧「小学
校対抗リレー」女子の
部門でも熱戦となりま
した／⑨なかなか思い
どおりにいかない「輪投
げ」／⑩今大会では、さ
まざまなスポーツシー
ンで地球環境問題を考
えることを推奨する「エ
コフラッグ」を掲げ、雲
仙市が参加団体として
認証されました

①

②

③

④⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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パブリック・コメント

皆さんのご意見をお寄せください
パブリック・コメントとは、市政に関する基本的な計画などの策定等の際に、その案の内容やその他の必要事
項を公表し、広く市民等の意見を求め、寄せられた意見を考慮して計画等を決定するとともに、市民から寄せ
られた意見とそれに対する市の考え方を公表する制度です。
　この制度は、計画等の意思決定段階において、市民等が市政に参加する機会を拡充し、市政運営における
公正の確保と透明性の向上に努め、市民との協働によるまちづくりの実現を図ることを目的としています。

■今回意見を募集する案件

雲仙市市民憲章　素案

平成18年 11月１日～平成 18年 11月 20日

市としての理念やまちづくりの方
向性を明らかにし、市民一人ひとり
がまちづくりに主体的に関わって
いくための「行動規範・目標」、「道
しるべ」となるものです。

雲仙市市民憲章　素案

美しい雲仙岳、恵み豊かな有明海
と橘湾、悠久の歴史にはぐくまれ
た雲仙市。
わたしたちは、市民としての誇り
と責任を持ち、互いに手をたずさ
えて、未来に羽ばたくまちをつく
ります。

１．水と緑を大切にし、
　　こころやすらぐまちを愛します
１．文化と伝統を生かし、
 こころ豊かな人を育てます
１．思いやりと感謝のこころで、
 笑顔の輪を広げます
１．人と自然を調和させ、
 活気ある産業を育てます
１．きまりを守り、安心して
 暮らせるまちをつくります

意見募集案件

募集期間

案件の
趣旨・目的

資料

応募資格

応募方法

提出先
郵　　　送

　　
ファクシミリ
電子メール
持　　　参

問い合わせ

・市内に居住し、かつ住所を有している人
・市内に事務所または事業所を有している人
・市内の事務所または事業所に勤務する人
・市内の学校に在学する人

ご意見のほかに、住所、氏名を必ず記載して、郵送、ファクシミリ、電子メールまたは直接持参により、下記提出先に提出
してください。なお、市外在住の人は、事務所、事業所または学校名も必ず記載してください。

〒859－1107
雲仙市吾妻町牛口名714番地
雲仙市役所  企画課  企画政策班
0957－38－3514
kikaku@city.unzen.nagasaki.jp
市役所企画課または各総合支所管理課

市役所企画課　企画政策班

雲仙市地域防災計画（案）

平成18年11月１日～平成18年11月30日

雲仙市地域防災計画は、災害対策基
本法に基づき作成するもので、災害時
における市民の避難や役割を定める
計画です。

雲仙市地域防災計画（案）

第１編　災害対策編（風水害等）
総則、災害予防計画、災害応急対策計画、災
害復旧計画
第２編　地震災害対策編
地震対策計画、地震災害予防計画、地震災
害応急対策、地震災害復旧計画
第３編　活動火山「雲仙岳」災害対策編
総則、各種情報の収集連絡等、組織等の確
立、警戒・避難対策、災害応急対策、防災知
識の普及
第４編　資料編

詳しくは、市役所市民課および各総合支所管理課にて、平日午前８時
30分～午後５時15分まで閲覧できるほか、市のホームページからダ
ウンロードしてご覧いただけます。

〒859－1107
雲仙市吾妻町牛口名714番地
雲仙市役所 市民課 市民安全班
0957－38－2755
shimin@city.unzen.nagasaki.jp
市役所市民課または各総合支所管理課

市役所市民課　市民安全班

雲仙市国民保護計画（案）

平成18年11月20日～平成18年12月15日

雲仙市国民保護計画は、国民
保護法に基づき作成するもの
で、武力攻撃やテロに対して市
民の避難や救援などにかかる
事項を定める計画です。

雲仙市国民保護計画（案）

１．総論
２．平素からの備えや予防
３．武力攻撃事態等への対処
４．復旧等
５．緊急対処事態への対処　
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雲仙市役所のしごと

農林水産環境部（２課）
【ふるさと会館１階、２階】

農業行政、畜産、林業・水産業
振興、地産地消の推進や雲仙ブ
ランドなどの仕事は農林水産課。
環境保全や家庭から出るゴミな
どの仕事は環境政策課が行って
います。

宮本　忠房（農林水産課　農業班）

雲仙市役所のしごと

農業委員会事務局
【ふるさと会館２階】

農業委員選挙人名簿登載事務や
農業者年金、農地転用、農地貸
借、農地等の利用調整などの仕
事を行っています。

高橋　文子（農業委員会事務局　農地班）

雲仙市役所のしごと

上下水道局（２課）
【愛野庁舎別館】

安全でおいしい水を市民の皆さ
んへ届けるための水質チェック
や水道工事の施工の水道料金な
どの仕事については水道課。き
れいな海や川、清潔で快適な環
境づくりを行うための下水道整
備や下水道料金、合併浄化槽な
どについては下水道課が行って
います。

NEW

坂田　徹（水道課　給水班）

雲仙市役所のしごと

議会事務局
【本庁舎３階】

議会や委員会の運営、議会の広
報・広聴に関することや、議員の
報酬などの仕事を行っています。

松尾　泰浩（議会事務局　議事調査班）

雲仙市役所のしごと

市民福祉部（２課）
【愛野庁舎１階、２階】

福祉課と保護課の２課に分かれ
ています。福祉課は、保育所の
入退所や児童手当、介護保険、
福祉医療、身障者手帳の交付な
どの仕事があり、保護課は生活
保護事務の仕事を行っています。

松山　安則（福祉課　障害福祉班）

雲仙市役所のしごと

市民生活部（４課）
【本庁舎１階】

市民生活部は市民課・保険年金
課・税務課・健康づくり課の４
課に分かれています。まず、市
民課は戸籍・住民票・各種証明
書発行や、市民相談窓口、自治
会関係、消防防災関係などの仕
事を行っています。税務課は市
税等に関することをすべて行っ
ています。保険年金課は国民健
康保険や老人保健医療・国民年
金の仕事を行っています。市民
の健康に関する仕事は健康づく
り課が行っています。

川原　功一（市民課　市民安全班）

監査事務局
【本庁舎３階】

市の会計監査の計画立案・調整、
出納検査や決算審査などの仕事
を行っています。

大山　真一（監査事務局　監査指導班）

雲仙市役所のしごと

雲仙市役所のしごと

建設整備部（５課）
【本庁舎別館】

７月の機構改革で土木部門が統
合されて建設整備部となりました。
公共土木施設整備計画・土地改
良事業、道路・河川などの管理や
市営住宅に関することは監理課。
農林道や漁港整備などは農漁村
整備課。市道、河川改良や急傾斜
地崩壊対策などを行う道路河川
課。市の建築物の設計・工事を行
う建築課。事業用地の取得・登記
などは用地課で行っています。

NEW

古賀　正興（道路河川課　道路班）

雲仙市役所のしごと

観光商工部（３課）
【ふるさと会館１階】

観光事業の企画、観光施設整備
や観光客の誘致、観光の宣伝な
どの仕事を行う観光課。商工振興、
雇用の促進や企業誘致などの仕
事を行う商工労政課。住みよいま
ちづくりのための企画・立案や都
市計画事業などの仕事はまちづく
り課が行っています。

NEW

永田　圭史郎（まちづくり課　まちづくり班）

雲仙市役所のしごと

会計課
【本庁舎１階】

公金の収入・支出、決算書作成、
物品の出納・保管などの仕事を
行っています。

山本　一彦（会計課　支出班）

雲仙市役所のしごと

企画課
【本庁舎２階】

市の基本構想、振興実施計画や
地域審議会、国際交流、移動市長
室などの仕事を行っています。

左：三宅　勝也（企画課　企画政策班）
右：村上　輝晃（企画課　地域振興班）

雲仙市役所のしごと

選挙管理委員会事務局
【本庁舎１階】

市民課に事務局はあります。選挙
啓発、公職選挙法による選挙など
の仕事を行っています。

村山　岩穂（市民課　市民生活班）

雲仙市役所のしごと

総務部（５課）
【本庁舎２階】

市長・助役の秘書、ホームペー
ジ・広報紙作成などの仕事を行う
秘書広報課。職員の給与等や、条
例・規則の制定、行政改革などは
人事課。また、予算編成や予算執
行管理、決算に関する仕事などを
行っている財政課。市の財産管
理や契約事務の仕事を行う管財
課。電算処理、電子情報の保護や
各種統計調査などを行う情報統
計課があります。

井上　法子（秘書広報課　秘書班）
雲仙市役所のしごと

教育委員会事務局（４課）
【千々石庁舎２階】

学校予算、教育委員会等の会議
や、奨学資金などの仕事を行う総
務課。学校や幼稚園の経営管理、
就学援助などの仕事を行う学校
教育課。社会教育関係や文化財
保護などは生涯学習課。社会体
育や学校保健・学校給食に関す
ることはスポーツ振興課が行って
います。

近藤　真生（学校教育課　教育指導班）
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少

年
男
子
50
㎏
級
で
日
本
の
頂
点
に
輝
い
た
。

　

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
日
本
一
と
聞
き
、
い

か
つ
い
高
校
生
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、

島
原
高
校
へ
出
向
い
た
。
会
っ
て
驚
い
た
。

な
ん
と
さ
わ
や
か
な
笑
顔
。
し
か
し
、
そ

の
下
は
全
身
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
筋
肉
。
日

本
一
の
人
物
を
目
の
前
に
不
思
議
な
気
持

ち
に
な
っ
た
。

　

岩
永
君
（
高
３
）
は
、
中
学
時
代
に
は

柔
道
を
し
て
い
た
が
、
成
績
は
郡
大
会
３

位
程
度
だ
っ
た
と
か
。
２
０
０
３
年
「
長

崎
ゆ
め
総
体
」
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
で
ベ
ス

ト
８
と
な
っ
た
兄
の
将
平
さ
ん
を
目
標
に

島
原
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
へ
。
柔
道
よ
り

も
レ
ス
リ
ン
グ
の
方
が
厳
し
い
競
技
だ
と

話
す
。「
柔
道
で
は
、
投
げ
に
集
中
し
て
い

た
が
、
レ
ス
リ
ン
グ
は
、
投
げ
た
後
も
ポ

イ
ン
ト
を
獲
得
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
３
ピ
リ
オ
ド
の
間
、
常
に
次
の
次
を

考
え
、
戦
い
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
」

　

１
年
生
の
２
学
期
か
ら
喜
多
監
督
宅
へ

下
宿
生
活
に
入
り
、
進
学
校
で
も
あ
る
島

原
高
校
で
勉
学
に
も
励
み
な
が
ら
、
厳
し

い
指
導
の
元
、
練
習
を
重
ね
て
き
た
。
昨

年
国
体
５
位
、
今
年
高
総
体
３
位
。
兄
は

越
え
た
が
、
誓
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
更

に
努
力
し
た
。
い
ざ
、
の
じ
ぎ
く
国
体
へ
。

そ
し
て
決
勝
、
接
戦
の
末
延
長
戦
を
制
し

た
。
努
力
が
報
わ
れ
た
。

　
「
と
に
か
く
、
気
持
ち
だ
け
は
、
絶
対
負

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
気
持
ち
で

負
け
た
ら
お
終
い
で
す
の
で
」
と
競
技
中

の
表
情
と
は
違
っ
て
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
た
。
今
後
の
目
標
と
し
て

は
、「
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
を
続
け
、
更
に
上

を
目
指
し
た
い
の
で
、
大
学
へ
進
学
し
た

い
」
と
の
こ
と
。
ど
こ
の
大
学
と
聞
く
と
、

「
ま
だ
言
え
ま
せ
ん
」
そ
こ
で
、
お
兄
さ
ん

は
と
聞
く
と
、「
群
馬
大
で
す
」
じ
ゃ
あ
、

岩
永
君
も
、
と
聞
く
と
、「
は
は
は
」
と
ま

た
笑
顔
。
ま
だ
ま
だ
高
校
生
の
一
面
も
。

　

岩
永
君
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
と
い
う

勝
手
な
想
像
を
し
な
が
ら
、
今
後
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
。

岩 永　竜 太くん（吾妻）

第61回国民体育大会（のじぎく国体）
レスリング少年男子フリースタイル50kg級 優 勝
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　第 24回九州マーチングコンテストが、10月 18日
に大分県別府市で行われ、小浜中学校吹奏楽部が３
年連続となる全国大会出場を決めました。
　このコンテストには、九州各県から代表 2�校が出
場し、緊迫した雰囲気の中、息のあった演奏と乱れ
ない演技が展開され、日々の練習の成果を堂々と披
露しました。15校が金賞を受賞するというハイレベ
ルな大会となり、その中でも全国大会に出場できる
上位３校に、見事、小浜中学校が選ばれました。
　同校吹奏楽部は、今年８月に「県中学校文化活動
推進校指定事業」の指定を受けており、今後の更な
る活躍が期待されます。
　全国大会は、11月 1�日に千葉市幕張メッセ・イ
ベントホールで行われます。また、11月５日に小浜
体育館で、出場記念コンサートを開催します。

３年連続で全国の舞台へ
第 24回九州マーチングコンテスト

　これからの時代を担う子どもたちのまちづくりに対す
る関心を高めることを目的として行われている「第 18
回長崎県まちづくりの絵コンクール」の審査会が、10
月４日に行われ、市立大正小学校１年の小林将寛くんの
作品が、見事に最優秀賞を受賞しました。
　18回目となる今年は、県下 12�校から 1,166点の応募
があり、最優秀賞１作品、優秀賞５作品、入選 14作品
および、奨励賞 71作品が選ばれました。
　小林くんの作品は、審査員から「細かいところまで気
を配って描かれていた」「車のスピード感もあり、こん
なまちがあればいいなという気持ちが楽しく伝わってく
る作品」といった評価を受け、各学年の優秀賞の中から、
最優秀賞として選ばれました。
　また、市立北串小学校４年の宮田エリカさんの作品も
入選に選ばれました。
　詳しくは、長崎県のホームページ「第 18回長崎県まち
づくりの絵コンクール」〈http://www.doboku.pref.nagasaki.
jp/~toshi/kon2006/top2006.htm〉をご覧ください。

部長　中村菜央さん
「十分に完成していないまま九州
大会を迎え、みんな緊張していた
が、『全国大会へ行こう』を合言葉
に、集中して演技・演奏ができた。
全国大会へ出場することができ、
うれしい。次の目標は、全国制覇。
大会まで１カ月、みんなで心を一
つにしてがんばっていきたい」

指導者　森下晃英さん
「九州大会ですばらしい演奏をして
くれました。県大会から１カ月、子
どもたちが本当にがんばってくれ
ました。それを支えてくださった保
護者の皆さん、先生方、地域の皆さ
んに感謝しつつ、全国大会ではさら
なる活躍を期待しています」

小林くんが最優秀賞を受賞
第 18回長崎県まちづくりの絵コンクール

↑見事に全国大会出場を
果たした小浜中学校吹奏
楽部のみなさん

結果発表を待つ各県代表29校→

小林将寛（こばやしまさひろ）くん
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市職員などの給与等を公表します。
　人事行政運営等の状況を公表し、その公平性や透明性を高めることを目的に、「雲仙市人事行政運営等の公表に関する条
例」を制定し、本年４月から施行しています。市では、皆様に職員の任免や給与の状況、勤務時間その他勤務条件などの情報
を正しく知っていただくために、これらの状況について、毎年、市のホームページや広報誌などを通じて公表します。
　今回の公表は主として平成17年度の状況を掲載しています。

（１）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（18.4.1現在）
　職員給与は、基本給としての給料と扶養や通勤手当などの諸手
当からなっており、市議会の議決を経て条例で定められています。

１ 職員の給与の状況

区 分
一般行政職
教 育 職
技能労務職
一般行政職
技能労務職
一般行政職
技能労務職
技能労務職
一般行政職
技能労務職

会 計

一 般

簡易水道

下 水 道
と 畜
国民宿舎
企 業
（上水道）

平均年齢
41歳11カ月
49歳７カ月
51歳４カ月
32歳０カ月
49歳11カ月
40歳６カ月
57歳９カ月
51歳１カ月
41歳０カ月
51歳３カ月

平均給料額
305,206円
456,100円
353,564円
235,933円
341,300円
314,709円
388,600円
310,672円
312,922円
372,700円

平均給与額
339,437円
534,859円
369,734円
256,449円
360,300円
353,429円
397,100円
329,352円
347,514円
391,567円

（４）特別職の給料報酬等（18.４.１現在）
　市長等の特別職の給料や市議会議員の報酬の額及び支給
割合は、特別職報酬等審議会の答申を受け、市議会の審議を
経て条例に定められています。

   雲仙市
859,000円
696,000円
430,000円
361,000円
344,000円

特別給として勤続期間1年につき
給料×600／100
給料×360／100
給料×250／100

市 長
助 役
議 長
副 議 長
議 員
市 長 ・ 助 役
議長・副議長・議員

市 長
助 役
収 入 役

類似団体における最高／最低額
960,000円／　747,000円
770,000円／　592,000円
475,000円／　310,000円
410,000円／　220,000円
380,000円／　200,000円

（２）人件費の状況（普通会計決算）

※人件費は、特別職のほか全ての委員などに支給される給料、報酬及び共済組合負担金などを含む。
※住民基本台帳人口については、18.３.31現在

住民基本
台帳人口区　分

51,386人

人件費
（B）

4,141,829千円17年度

歳出額
（A）

26,316,446千円

実質収支

711,880千円

人件費率
（B／A）
15.70％

（３）職員給与費の状況（一般会計当初予算）

※職員手当には退職手当は含まない。

職員数
（A）区　分

439人18年度 1,727,428千円

一人当たり給
与費（B／A）
6,183千円

給　　与　　費
給　料

284,139千円
職員手当

702,698千円
期末・勤勉手当

2,714,265千円
計（B）

（５）職員の初任給料の状況

一 般 行 政 職

教 育 職

技 能 労 務 職

大 学 卒
高 校 卒
大 学 卒
高 校 卒
中 学 卒

　　　　　　　　　支　　　給　　　額
対象地域　長崎市　給料、扶養手当、管理職手当合計額の３%
伝染病防疫業務手当
滞納処分事務手当
滞納徴収事務手当
行旅病人及び死亡人取扱い手当
水道施設管理手当
社会福祉業務手当
保育士手当
（給料月額＋月額支給特殊勤務手当）×12 月×（支給割合）／ 1936
配偶者　月額13,000円・その他被扶養者１人　月額5,000円～11,000円
借家・借間利用者　月額上限27,000円
住宅所有者　新築又は購入の日から５年間　月額　2,500円
交通機関利用者　月額上限55,000円・自動車等使用者　月額上限24,500円
給料の10～16％支給
宿日直勤務1日　4,200円

雲 仙 市
170,200円
138,400円
179,600円
135,600円
123,900円

国

市と同じ

－
－
－

区　　　　　分
（18.４.１現在）

給料報酬等月額
区　分

区　分 支給時期
  退職時
  退職時
  退職時

6月期　1.60月分・12月期　1.70月分

給
料

報
酬

期
末
手
当

退
職
手
当

決定初任給

（６）一般職員手当の状況（一般会計）
区　　分

区　　分

18年度支給割合 17年度実績

17年度実績

雲仙市
 ６ 月期
12月期
　　　　 職務上の段階、級等による加算措置　有

期 末・勤 勉 手 当 684,692千円

76千円

1,018千円

164,042千円
68,952千円

18,332千円

16,756千円
65,461千円
2,260千円

地 域 手 当

特 殊 勤 務 手 当

時間外勤務手当
扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当
管 理 職 手 当
宿 日 直 手 当

退 職 手 当

期末手当
1.4月分
1.6月分

勤勉手当
0.725月分
0.725月分

国　期末手当・勤勉手当

市と同じ

処理１回　1,000円
処分１日　500円
徴収１日　300円
１件　（病）1,000円・（死）2,000円
１月　2,000円
家庭訪問従事1日　200円
１月　2,000円

区　　分

その他加算措置　２～20％加算　有り

勤務年数

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度

雲仙市
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

勧奨・定年
国

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

雲仙市
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

自己都合
国

23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分
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２ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（17年度）

（１）一般職員の勤務時間及び年次有給休暇の取得状況
　職員の勤務時間や休暇などは、市の条例・規則で定められて
います。

区 分

区 分 内 容 平均取得日数

終了時間開始時間

17：15

7.9日

8：3040時間

１年につき20日を付与。中途採用職
員は、１年目に２～18日を付与。残日
数については、20日を上限に翌年に
繰り越し。

休息時間１週間の
正規勤務時間

12：00～12：15
15：00～15：15

休憩時間

12：15～
13：00

職 員 の
勤務時間

年次有給
休 暇

５ 職員の任免及び職員数に関する状況

（１）採用及び退職

区 分

職 員 数 499人 490人

17.10.11～18.3.31 18.４.１現在

３ 職員の服務の状況（17年度）

　職員は、あらかじめ任命権者の承認を得て、職務に専念する
義務の免除を受けることができます。
　自ら営利企業を営むこと、その他報酬を得る事業又は事務に
従事することについては、あらかじめ許可を受けなければなり
ません。

※一般職員とは、非現業の一般職に属する職員のうち、市長部局に勤務する職員。
※年次有給休暇の平均取得日数は平成17年中の日数。

※許可件数については、雲仙市合併後の件数。

※職員数には、外部に派遣した職員を含む。

（２）育児休業の取得状況
　育児休業を取得した職員数と取得期間

区  分
取得者数

３カ月未満
０人

～６カ月未満
３人

～９カ月未満
２人

９カ月以上
４人

合　計
９人

内　　　容 許可件数

95件

９件

職務専念義務免除の許可
　　　　（人間ドック受診、消防出初式ほか）
営利企業等従事の許可

４ 職員研修及び勤務成績の評定の状況（17年度）

（１）職員研修の状況
　長崎県市町村職員研修協議会などで行われる研修を受講
させ、職員の資質向上による業務効率化及び人材育成を図
っています。

（２）勤務成績の評定の状況
　平成17年度については、実施していません。

退職者

９人

採用者

０人

（２）部門別職員数の状況と増減数

区 分

議 会
総 務
税 務
労 働
農 水
商 工
土 木
民 生
衛 生
小 計
教 育
小 計
水 道
下 水 道
そ の 他
小 計

17年度
11
110
45
０
68
４
43
51
44
376
59
59
20
13
33
66
501

18年度
５
113
33
０
58
６
54
72
32
373
52
52
22
11
21
54
479

△６
３
△12
０
△10
２
11
21
△12
△３
△７
△７
２
△２
△12
△12
△22

一 般 行 政

特 別 行 政

公 営 企 業
等

※職員数は、教育長を含み外部派遣職員12名は含まない。

合　　計

職員数（人） 対前年
増減数

６ 職員の分限及び懲戒処分の状況（17年度）

（１）分限処分（地方公務員法第28条）
　分限処分とは、職員の身分保障を前提としつつ、一定事由が
ある場合に、本人の意に反してその身分に不利益な変動をもた
らす処分で、免職、休職、降任及び降給の４種類があります。

（２）懲戒処分（地方公務員法第29条）
　懲戒処分とは、職員の服務義務違反に対して、公務員関
係における秩序維持のために任命権者が、職員の道義的責
任を追及して科す処分です。

　　　　区　　分
勤務実績の不良
心身の故障
適格性の欠如
定数改廃、予算減少により過員
刑事事件に関し起訴
欠格条項該当

免職 休職

4人

降任

1人

降給

区 分
懲 戒

停 職
１ 人

戒 告
１ 人
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移動市長室参加希望者の募集移動市長室参加希望者の募集
○移動市長室とは・・・
　市民参加による協働のまちづくりを進めていくために、市
長が皆さんの声を広く聞き、魅力ある雲仙市の市政運営の
参考とするものです。
１．より多くの市民の皆さまとお話をするために
　市で設定したテーマ別に、参加者を全市的に公募します。
５人以下の団体または個人で企画課へ直接お申し込みいた
だき、15人～20人程度で構成します。
２．より多くの場所で市民皆さまの声を聞くために
　テーマに沿って参加しやすい場所を設定し、公募した皆
さまとじっくり意見交換を行います。
○各回ごとのテーマ
　第９回「定年後の人生設計を考える」（11月20日予定）
　第10回「新成人と雲仙市、市政を語る」（12月予定）
○申込方法
　１カ月前までに申込書に必要事項（団体名、代表者名、
連絡先、参加者氏名など）を記入し、直接、郵送、ファック
スまたは電子メールで企画課へお申し込みください。（ただ
し、第９回は、11月10日（金）、第10回は12月１日（金）を申
込締切とします。）
※申込の状況によっては、参加できない場合もありま
すので、ご了承ください。

■問い合わせ
企画課　地域振興班　☎０９５７（３８）３１１１
ファックス　０９５７（３８）３５１４
電子メール　kikaku@city.unzen.nagasaki.jp

移
動
市
長
室
吾　妻

第7回

農事組合法人　宇山女性部加工組合

市
長
が
動
く
、

　
　

ま
ち
が
変
わ
る
、

　
　
　
　

み
ん
な
で
変
え
る
。

市
長
が
動
く
、

　
　

ま
ち
が
変
わ
る
、

　
　
　
　

み
ん
な
で
変
え
る
。

市
長
が
動
く
、

　
　

ま
ち
が
変
わ
る
、

　
　
　
　

み
ん
な
で
変
え
る
。

　

第
７
回
目
と
な
る
「
移
動
市
長
室
」
を
9
月
26
日
に
吾
妻
町

で
開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
、
宇
山
女
性
部
加
工
組
合
や
大
規

模
経
営
の
牛
舎
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　「雲仙こぶ高菜」の漬物、手作りコンニャクやこぶ高菜饅頭など
各種加工品を生産販売されている。「今後広域農道沿いなどに、
食事もできるようなお店を経営したい」と代表の吉本節子さん。

全農連畜産事業所

　「長崎県種雄牛「雲仙丸」（愛野生まれ）を広めて
いきたい」と、熱心に話される北田雅英所長。

吾妻洋菜研究会

「自然災害から苗を守る育
苗施設のおかげで、ブロッ
コリーの生産は県内一で
す」と、代表の吹原繁男
さん。（写真右端）

阿母崎集落営農改善組合

　「米価の値下がりや生産調整で、作業の受託面積が伸び悩み、
会員も減少しています」と、代表の前田和明さん。（写真下段中央）

山田城

山田城祉の展望台
からは市庁舎や諫早
湾干拓堤防道路等
が見渡せます。

牧場の里

　橘湾と有明海の両方の海を望むことがで
き、展望所やバーベキューコンロの常設があ
る「牧場の里」。「このすばらしいロケーショ
ンを活かして、観光客が足を運ぶような工
夫ができないか」と、奥村市長。

前田学さんの牛舎

　「仔牛の相場が高く推移しているため、以前のよ
うに多頭飼育ができない状況です。仲間と一緒にブ
ランド牛生産を目指して、品質の良い枝肉生産を頑
張っていますが、牛という生き物が相手ですので、
飼育には十分な注意が必要です」と、前田学さん。
「これからも食しておいしいと感じられる、ブラン
ド化を目指して頑張ってください」と、奥村市長。

現
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視
察
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移動市長室参加希望者の募集移動市長室参加希望者の募集
○移動市長室とは・・・
　市民参加による協働のまちづくりを進めていくために、市
長が皆さんの声を広く聞き、魅力ある雲仙市の市政運営の
参考とするものです。
１．より多くの市民の皆さまとお話をするために
　市で設定したテーマ別に、参加者を全市的に公募します。
５人以下の団体または個人で企画課へ直接お申し込みいた
だき、15人～20人程度で構成します。
２．より多くの場所で市民皆さまの声を聞くために
　テーマに沿って参加しやすい場所を設定し、公募した皆
さまとじっくり意見交換を行います。
○各回ごとのテーマ
　第９回「定年後の人生設計を考える」（11月20日予定）
　第10回「新成人と雲仙市、市政を語る」（12月予定）
○申込方法
　１カ月前までに申込書に必要事項（団体名、代表者名、
連絡先、参加者氏名など）を記入し、直接、郵送、ファック
スまたは電子メールで企画課へお申し込みください。（ただ
し、第９回は、11月10日（金）、第10回は12月１日（金）を申
込締切とします。）
※申込の状況によっては、参加できない場合もありま
すので、ご了承ください。

■問い合わせ
企画課　地域振興班　☎０９５７（３８）３１１１
ファックス　０９５７（３８）３５１４
電子メール　kikaku@city.unzen.nagasaki.jp

移
動
市
長
室
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第7回

農事組合法人　宇山女性部加工組合

市
長
が
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ま
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が
変
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、

　
　
　
　

み
ん
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変
え
る
。
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る
。

市
長
が
動
く
、

　
　

ま
ち
が
変
わ
る
、

　
　
　
　

み
ん
な
で
変
え
る
。

　

第
７
回
目
と
な
る
「
移
動
市
長
室
」
を
9
月
26
日
に
吾
妻
町

で
開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
、
宇
山
女
性
部
加
工
組
合
や
大
規

模
経
営
の
牛
舎
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　「雲仙こぶ高菜」の漬物、手作りコンニャクやこぶ高菜饅頭など
各種加工品を生産販売されている。「今後広域農道沿いなどに、
食事もできるようなお店を経営したい」と代表の吉本節子さん。

全農連畜産事業所

　「長崎県種雄牛「雲仙丸」（愛野生まれ）を広めて
いきたい」と、熱心に話される北田雅英所長。

吾妻洋菜研究会

「自然災害から苗を守る育
苗施設のおかげで、ブロッ
コリーの生産は県内一で
す」と、代表の吹原繁男
さん。（写真右端）

阿母崎集落営農改善組合

　「米価の値下がりや生産調整で、作業の受託面積が伸び悩み、
会員も減少しています」と、代表の前田和明さん。（写真下段中央）

山田城

山田城祉の展望台
からは市庁舎や諫早
湾干拓堤防道路等
が見渡せます。

牧場の里

　橘湾と有明海の両方の海を望むことがで
き、展望所やバーベキューコンロの常設があ
る「牧場の里」。「このすばらしいロケーショ
ンを活かして、観光客が足を運ぶような工
夫ができないか」と、奥村市長。

前田学さんの牛舎

　「仔牛の相場が高く推移しているため、以前のよ
うに多頭飼育ができない状況です。仲間と一緒にブ
ランド牛生産を目指して、品質の良い枝肉生産を頑
張っていますが、牛という生き物が相手ですので、
飼育には十分な注意が必要です」と、前田学さん。
「これからも食しておいしいと感じられる、ブラン
ド化を目指して頑張ってください」と、奥村市長。
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有
機
農
業　

有
機
農
業
を
始
め
た
の
は
、
農
家

の
方
が
亡
く
な
る
農
薬
事
件
が
あ
り
、
こ
ん
な

に
農
薬
を
使
っ
て
い
い
の
か
、
無
農
薬
農
業
は

出
来
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
農
薬
を
使
わ
な
い
、
害
虫
や
自
然
災

害
に
強
い
有
機
農
法
を
立
ち
上
げ
、
大
都
市
へ

の
流
通
体
系
を
確
立
し
た
が
需
要
に
生
産
が
追

い
つ
か
な
い
問
題
を
抱
え
ま
し
た
。
現
在
、
有

機
野
菜
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
地
域
の
発
展

を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
J
A
S
の
認
証
を
取
得
し
、
産
地
適

作
を
考
え
こ
れ
か
ら
は
法
人
化
も
考
え
て
い
ま

す
。

　

関
東
の
6
業
者
と
提
携
し
、
一
番
人
気
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ウ
ヤ
（
雲
仙
こ
ぶ
高
菜
）
等
の

有
機
野
菜
の
生
産
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

農
産
加
工
組
合　

国
の
補
助
事
業
で
、
地
元
原

料
を
使
い
、
味
噌
・
納
豆
の
生
産
販
売
と
い
う

こ
と
で
設
立
。
今
年
で
25
年
に
な
り
ま
す
。
安

全
安
心
の
お
味
噌
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
一
番

の
問
題
は
、
原
料
の
大
豆
が
不
作
で
、
去
年
は
、

一
昨
年
の
3
倍
で
し
た
。
そ
の
大
豆
を
地
域
内

で
確
保
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
施
設

は
当
初
の
ま
ま
で
、
老
朽
化
し
狭
い
の
で
、
今

後
、
改
築
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

販
売
も
順
調
に
延
び
て
、
80
業
者
に
卸
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

婦
人
会　

1
0
0
0
人
以
上
だ
っ
た
会
員
が
、

今
は
約
1
0
0
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
新
た
に
会

員
が
入
ら
な
い
の
で
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
困
っ

て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
祭
で
は
、
E
M
菌
を
少

し
で
も
広
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

食
生
活
改
善　

平
成
6
年
に
養
成
講
座
を
設

け
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
し
て
発
足
。

食
生
活
だ
け
で
な
く
健
康
面
で
も
活
動
し
て
お

り
、
食
改
の
時
よ
り
幅
を
広
げ
た
ミ
ニ
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
ミ
ニ
デ
イ
」）
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
平
成
12
年
に
始
め
て
今
年
で

7
年
目
。
今
年
は
10
ヶ
所
で
1
9
7
件
、
会
員

が
現
在
50
名
で
動
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か

伝
達
講
習
に
力
を
入
れ
、
お
正
月
と
か
に
親
子

料
理
を
し
、
伝
統
的
料
理
を
受
け
継
が
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
す
な
ろ　

平
成
8
年
設
立
、
社
会
的
弱
者
の

人
た
ち
を
支
援
し
よ
う
と
軽
作
業
や
送
迎
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

視
覚
障
害
者
の
方
を
対
象
に
観
月
会
を
開
催

し
、
会
員
同
士
、
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
、
視

覚
障
害
者
の
方
の
支
援
を
目
的
に
点
字
・
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
少
な
く
、
白
い
杖
で
歩
い
て
い
る
方
を
見
か

け
ま
せ
ん
。
障
害
者
が
自
立
す
る
に
は
、
環
境

整
備
が
必
要
で
す
。
自
立
し
た
方
は
一
部
で
、

ほ
と
ん
ど
は
引
き
こ
も
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
の
協
力
で
、「
広
報
う
ん
ぜ
ん
」
の
音
声
録

音
を
視
覚
障
害
者
の
方
に
配
布
で
き
る
体
制
が

で
き
ま
し
た
。
情
報
提
供
し
、
自
立
支
援
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

吾
魂　

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
会
員
約
40
名
で

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
か
ら
の
団
体
で
す
。

青
年
団　

夏
祭
り
や
サ
ン
タ
の
贈
り
物
な
ど
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
県
青
年
大
会
（
ボ
ー
リ
ン

グ
の
部
）
出
場
し
て
い
ま
す
。
夏
祭
り
は
、
団

員
数
が
減
少
し
、
各
種
団
体
と
実
行
委
員
会
を

結
成
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
サ
ン
タ
の
贈
り

物
は
、
親
御
さ
ん
か
ら
預
か
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
た
団
員
が
子
ど

も
た
ち
に
手
渡
す
活
動
で
す
が
、
本
当
に
喜
ん

で
く
れ
て
い
ま
す
。
11
月
に
千
々
石
少
年
自
然

の
家
で
市
内
の
若
者
約
30
人
を
集
め
て
出
逢
い

の
場
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
課
題
は
団
員

が
増
え
な
い
こ
と
で
す
。

有
機
農
業　

環
境
に
優
し
い
野
菜
づ
く
り
は
、

苦
労
の
多
い
農
業
で
す
。

あ
す
な
ろ　

ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
整
理
委
託
費
を

活
動
費
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
。
合
併
後
、
そ
の
委
託
業
務
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

助
役　

旧
町
で
は
独
自
で
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
た
が
、
財
政
破
綻
の
前
に
合
併
し
持
ち
こ
た

え
ま
し
ょ
う
と
、
雲
仙
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
状
況
下
で
事
業
が
集
約
さ
れ
た
こ
と
も
ご

認
識
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

あ
す
な
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
市
で

ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
高
齢
者
が
生
き
が

い
を
持
っ
て
活
躍
し
、
医
療
費
が
低
く
な
っ
た

事
例
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
市
内
に
70
歳
以
上

の
方
が
1
万
1
千
人
以
上
だ
そ
う
で
す
。
高
齢

者
の
活
躍
す
る
場
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

助
役　

千
々
石
地
域
に
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
点
も
あ
る
よ
う
で
す
。
で
き
れ
ば
、

生
き
が
い
づ
く
り
の
観
点
か
ら
高
齢
者
の
方
が

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

食
生
活
改
善　

会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
ミ
ニ

デ
イ
が
開
催
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
を
実
施
し

て
ほ
し
い
。

　

通
常
、
養
成
講
座
は
1
年
間
受
講
す
る
日
程

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
講
座
数
を
増
や
せ

ば
、講
座
受
講
者
が
ミ
ニ
デ
イ
の
会
員
と
し
て
、

ま
た
後
継
者
と
し
て
残
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か

と
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

助
役　

担
当
部
署
に
、
ど
れ
く
ら
い
受
講
要
望

が
あ
る
か
、
ま
た
講
座
の
開
催
経
費
を
含
め
て

調
査
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

食
生
活
改
善　

市
長
さ
ん
に
「
ミ
ニ
デ
イ
を
ぜ

ひ
見
て
欲
し
い
」
と
い
う
会
員
か
ら
の
要
望
で

す
。
10
月
の
予
定
表
を
送
り
ま
す
の
で
、
一
度

ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

市
長　

ミ
ニ
デ
イ
の
開
催
日
程
に
都
合
を
併
せ

て
見
に
行
き
ま
す
。

吾
魂　

市
の
太
鼓
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
15

年
前
に
購
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
痛
み
が

ひ
ど
く
修
繕
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

事
務
局　

修
繕
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員

会
と
調
査
を
し
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

青
年
団　

吾
妻
に
は
「
夏
祭
り
」、
国
見
に
は
、

「
く
に
み
の
日
」
の
住
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。
各
種
団
体
や
各
年
齢
層
の
方
を

巻
き
込
ん
で
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

事
務
局　

地
域
で
や
り
た
い
、
残
し
て
い
き
た

い
祭
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
対
し
て
、
3
年
間
を
限

度
と
し
て
地
域
づ
く
り
補
助
金
で
、
自
立
育
成

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
市
の
観
光

事
業
と
し
て
ど
う
位
置
付
け
る
か
、
課
題
と
し

　

意
見
交
換
会

意見交換会／吾妻町意見交換会／吾妻町
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検
討
し
て
い
き
ま
す
。

吾
魂　

実
行
委
員
会
同
士
の
交
流
の
場
を
設
け

て
い
た
だ
き
、
共
同
開
催
型
の
イ
ベ
ン
ト
に
発

展
し
て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

旧
態
依
然
で
は
発
展
し
な
い
と
い
う
意

識
を
持
た
れ
、
市
内
の
各
実
行
委
員
会
の
方
た

ち
が
横
の
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
工
夫
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
期
待
い
た
し
ま
す
。

有
機
農
業　

有
機
栽
培
は
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
関

係
が
深
く
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
大
変
良
か
っ
た
。
こ
ぶ
高
菜
の
生
産
販

売
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
の
で
、
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。
地
産
地
消
か
ら
も
、
こ
ぶ
高

菜
を
給
食
で
も
ぜ
ひ
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

た
だ
需
要
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
不
十
分
な
の

で
、
信
用
を
得
る
か
が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　

給
食
に
お
い
て
地
産
地
消
の
推
進
の
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
一
定
量
を
確
保
し
、
必
要

な
時
期
に
安
価
で
供
給
し
て
い
た
だ
け
る
か
と

い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

青
年
団　

農
家
に
は
、
後
継
者
は
絶
対
必
要
だ

と
思
う
の
で
、
独
身
の
男
女
交
流
の
場
を
設
け

て
い
き
た
い
。
青
年
団
で
ま
ず
、
や
っ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
の
夏
祭
り
が
8
月
16
日
に
開
催

で
き
な
い
か
。
帰
省
さ
れ
た
多
く
の
方
は
、
夏

祭
り
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
長　

ぜ
ひ
青
年
団
で
男
女
交
流
の
場
を
設
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
夏
祭
り
が
8
月
16
日
に
開

催
で
き
る
よ
う
に
、
検
討
し
ま
す
。

あ
す
な
ろ　

高
齢
化
で
独
居
や
病
気
の
方
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
お
互
い
に
助
け
合
う
住
み
よ

い
社
会
を
構
築
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

市
長　

住
み
よ
い
社
会
の
構
築
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
、
個
人
情
報
に
気
を
付
け
て
、
独
居
老

人
の
方
の
所
在
マ
ッ
プ
を
作
る
よ
う
検
討
し
ま

す
。

婦
人
会　

少
子
化
も
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
る
よ

う
で
す
が
、
子
育
て
が
安
心
し
て
で
き
る
よ
う

な
市
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

市
長　

雲
仙
市
で
は
、
一
つ
の
町
に
30
人
ぐ
ら

い
し
か
生
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
生
ま

れ
な
い
町
は
廃
れ
、
活
力
が
な
く
な
り
ま
す
。

行
政
で
も
出
来
る
だ
け
の
こ
と
は
考
え
ま
す
。

皆
様
、
ぜ
ひ
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

限
ら
れ
た
財
源
で
、
何
を
す
べ
き
か
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

食
生
活
改
善　

用
事
で
市
役
所
を
訪
ね
た
と

き
、
担
当
者
が
い
な
い
か
ら
断
ら
れ
、
突
き
放

さ
れ
た
思
い
を
し
ま
し
た
。
当
た
り
前
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
こ
そ
第
一
に
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
市
民
の
方
が
「
こ
の
問
題
は
ど
こ
」
と
尋

ね
た
ら
、「
○
○
課
の
だ
れ
そ
れ
で
す
」と
、は
っ

き
り
回
答
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。

市
長　

的
確
に
対
応
で
き
る
市
役
所
に
し
て
い

き
ま
す
。

有
機
農
業　

遊
ん
で
い
る
農
地
が
あ
れ
ば
、
貸

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局　

直
接
は
、
貸
し
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

農
地
の
斡
旋
は
し
て
い
ま
す
が
。

青
年
団　

農
業
後
継
者
が
な
か
な
か
増
え
な
い

の
で
外
部
就
農
者
を
受
け
入
れ
る
環
境
を
、
市

で
作
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
農
業
後
継

者
も
増
え
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

有
機
農
業　

以
前
、
農
業
研
修
生
の
受
け
入
れ

を
し
た
が
、
宿
泊
施
設
が
な
く
課
題
と
な
り
ま

し
た
。
市
で
準
備
し
て
い
た
だ
い
た
ら
良
い
な

と
思
い
ま
す
。

市
長　

定
住
受
け
入
れ
の
施
設
が
あ
り
、
農
地

を
用
意
す
る
の
で
あ
れ
ば
い
い
で
す
が
、
研
修

生
を
受
け
入
れ
る
か
ら
施
設
を
確
保
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
貴
重
な
皆
様
の
ご
意
見
を
心
な
い

職
員
が
居
て
、
無
視
す
る
よ
う
な
市
政
で
あ
れ

ば
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
皆
様
方
も
雲
仙

市
を
創
っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
で
ご
協

力
承
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

意見交換会／吾妻町意見交換会／吾妻町

意見交換会参加者（敬称略）

■吾妻有機農業ネットワーク
（有機農業）

岩崎　政利 柿川　賢二

本多　繁喜 吹原　春海

■農事組合法人
　吾妻地区女性部農産加工組合

（農産加工組合）

原田ヤチ代 山井　初美

■ボランティアグループあすなろ
（あすなろ）

平井　　満 黒田　克明

■吾妻町青年団
（青年団）

下田　貴博 長谷川恵子

■吾妻和太鼓保存会「吾魂」
（吾魂）

稲田　信忠

■吾妻町婦人会
（婦人会）

田口　和子 笠原　恵子

■吾妻支部食生活改善推進員連絡協議会
（食生活改善）

三浦サツキ 熊崎　和恵
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全
国
で
少
子
化
社
会
が
進
ん
で
い
ま

す
が、

雲
仙
市
も
同
様
に「

少
子
化
」

が
進
み、

市
内
の
小
学
校
の
児
童
数
は、

昭
和

30年
頃
の
ピ
ー
ク
時
の
約

26％
の

3
1
0
0人
に、

中
学
校
の
生
徒
数
は

約

30％
の

1
8
0
0人
ま
で
に、

年
々

減少してきました。　
さ
ら
に、

今
後

6年
間
に
お
い
て
は

児
童・

生
徒
数
を
合
わ
せ
て、

毎
年
約

1
5
0人
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

されます。　
左
の
表
の
小
学
校

1校
あ
た
り
の
平

均
児
童
数
が

1
4
9名
で
す
の
で、

毎

年
１
小
学
校
相
当
の
児
童
が
減
少
し
て

いくことになります。

　
雲
仙
市
の
学
校
規
模
の
推
移
を
み
る

と、

小
学
校
で
は、

昭
和

52年
度
に
１

校
平
均

10学
級
で
あ
っ
た
も
の
が、

平

成

18年
度
に
は
平
均
７
学
級
に
減
少
し

て
い
ま
す。

ま
た、

全
校
で
５
学
級
以

下
の
小
規
模
校（

以
下「

小
規
模
校
」）

の
数
も
７
校
と
年
々
増
加
す
る
傾
向
に

あります。　
中
学
校
で
は、

昭
和

52年
度
に
１
校

平
均

11学
級
か
ら
減
少
を
続
け、

平
成

18年
度
で
は
平
均
８
学
級
と
な
っ
て
い

ます。また、

小規模校も２校となっ

ています。

校　　名 児童・
生徒数 学級数

多比良小 222 9

土黒小 206 8

八斗木小 58 5

神代小 184 7

西郷小 164 7

岩戸小 30 5

大正小 148 7

川床小 63 5

大塚小 244 12

鶴田小 172 6

愛野小 377 14

千々石第一小 324 14

千々石第二小 53 5

小浜小 282 11

雲仙小 58 5

富津小 54 5

木指小 67 6

小田山分校 2 1

北串小 126 6

南串第一小 94 7

南串第二小 191 6

小学　計 3,119 151

小学平均 149 7

国見中 419 14

瑞穂中 175 6

吾妻中 252 10

愛野中 185 7

千々石中 235 9

小浜中 290 11

雲仙中 21 3

北串中 53 3

南串中 155 6

中学　計 1,785 69

中学平均 198 8

合　　計 4,904 220

小
規
模
な
学
校
が

増
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
人
数
が

減
っ
て
い
ま
す
。

学校別児童・生徒・学級数（H18.８月）

児童数・生徒数の推移（S.52～H.24）

8,000
7,000
6,000
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000

0

小学校児童数

中学校生徒数

12,000人（ピーク時）

3,119人（現在）

1,785人（現在）

（人）

（年度）

6,000人（ピーク時）

52  54  56  58  60  62  元　3　5　7　9　11  13  15  17  19  21  23
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★
人
間
関
係
が
限
ら
れ
て
く
る
た
め
、

多
様
な
社
会
性
や
自
立
心
な
ど
を
身

に
付
け
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

★
運
動
会
や
遠
足
・
修
学
旅
行
・
宿
泊

訓
練
な
ど
の
学
校
行
事
を
効
果
的
に
実

施
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
と
も

に
、
活
性
化
に
欠
け
る
傾
向
が
あ
る
。

★
児
童
・
生
徒
数
や
教
職
員
数
が
少
な

い
た
め
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
部
活
動
な

ど
の
種
類
が
限
定
さ
れ
る
。

★
学
校
・
学
級
な
ど
の
集
団
に
お
い
て
、

児
童
・
生
徒
の
間
に
競
争
意
欲
に
欠

け
る
面
が
見
ら
れ
、
馴
れ
合
い
の
活

動
に
陥
り
が
ち
に
な
る
。

★
体
育
で
の
ゲ
ー
ム
や
球
技
、
音
楽
で

の
合
奏
な
ど
、
学
習
そ
の
も
の
が
成

立
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

★
習
熟
度
別
学
習
な
ど
に
対
応
し
た
指

導
体
制
を
組
む
こ
と
が
困
難
に
な
る
。

★
校
外
学
習
な
ど
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、

保
護
者
1
人
当
り
の
経
費
負
担
が
大

き
く
な
る
。

★
教
職
員
の
絶
対
数
が
少
な
い
た
め
、

教
職
員
相
互
の
切
磋
琢
磨
す
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
共
同
研
究
が

難
し
く
な
っ
た
り
す
る
。

■　

子
ど
も
た
ち
は
、
あ
る
程
度
の
規

模
の
集
団
の
中
で
多
様
な
社
会
性
を

培
い
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育

み
、
新
し
い
可
能
性
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。
少
人
数
、小
規
模
校
と
な
る
と
、

友
達
が
限
ら
れ
、
幅
広
い
人
間
関
係

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
将
来
的
な
展

望
に
立
っ
て
少
人
数
、
小
規
模
校
の

こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
小
規
模
校
に
は
、
児
童
・
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
教
職
員
の

目
が
届
き
や
す
い
、
教
職
員

が
児
童
・
生
徒
を
理
解
し
や

す
い
な
ど
の
利
点
が
あ
る
反

面
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

問い合わせ

〒 854－0492
雲仙市千々石町戊 582番地
雲仙市教育委員会　学校教育課
TEL：0957（37）3113
FAX：0957（37）3112

■
小
規
模
校
で
は
、
少
人
数
、
小

規
模
校
の
諸
問
題
を
補
う
た

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
実

情
に
応
じ
て
、
教
職
員
の
創
意

工
夫
や
保
護
者
・
地
域
と
の
連

携
に
よ
り
、
学
校
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
学
校
の
努

力
や
保
護
者
・
地
域
の
支
援
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
雲
仙
市
教
育
委
員

会
で
は
、
学
校
の
よ
り
よ
い
教

育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

少
人
数
、
小
規
模
校
に
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

よ
り
よ
い
教
育
環
境
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

特 集
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雲
仙
市
学
校
給
食
会
で
は
、
給

食
セ
ン
タ
ー
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

勤
務
場
所

雲
仙
市
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）（
市
立
千
々
石
第
２
小
学

校
横
）

※
研
修
は
市
内
給
食
セ
ン
タ
ー
で

実
施

休
日

土
・
日
・
祝
祭
日
、
年
末
年
始
な
ど

委
託
料

学
校
給
食
会
規
定
に
よ
る

申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼

り
、
希
望
す
る
職
種
番
号
・
職
種

名
を
履
歴
書
の
右
余
白
に
明
記

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

申
込
期
間

11
月
６
日
（
月
）
〜
20
日
（
月
）

必
着

第
１
次
選
考
（
作
文
、
書
類
審
査
）

11
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

（
受
付　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
）

※
筆
記
用
具
を
準
備
し
て
く
だ
さ

い
第
２
次
選
考
（
面
接
）

12
月
10
日
（
日
）

※
第
１
次
選
考
後
、
面
接
時
刻
等

を
連
絡
し
ま
す
。

試
験
会
場

千
々
石
庁
舎　

３
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

●
教
育
委
員
会　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
☎
０
９
５
７
（
37
）
３
１
１
３

〒
８
５
４ 

― 

０
４
９
２

雲
仙
市
千
々
石
町
戊
５
８
２
番
地

雲仙市学校給食会
職員（委託契約）・パート職員募集

教育委員会◎

◆職種
○委託職員
①業務部長（１人）

②事務員（１人）
資格：パソコン（ワード・エクセル）操作ができる人
年齢：18歳以上60歳以下
契約期間：19年２月１日～20年３月31日
（19年3月までは臨時雇用期間）
保険関係：社会保険、雇用保険ほか

③調理員（12人）
資格：調理の経験がある人
年齢：18歳以上60歳以下
契約期間：19年４月２日～20年３月31日
（19年1月～3月の間に研修期間有）
保険関係：社会保険、雇用保険ほか

④栄養士（１人）
資格：栄養士の免許を有するもので学校給食経験者
年齢：24歳以上65歳以下
契約期間：19年１月９日～19年４月末日
保険関係：社会保険、雇用保険ほか

○パート職員
⑤調理員（４人程度）
資格：調理の経験がある人
年齢：18歳以上60歳以下
勤務開始：19年１月15日～
勤務時間：8：00～17：00の間で１日５時間程度

⑥運転手（６人程度）
資格：普通自動車免許を有する人
年齢：18歳以上65歳以下
勤務開始：19年３月22日～
勤務時間：10：00～16：00の間で１日４時間程度

⑦配送助手（６人程度）
年齢：18歳以上65歳以下
勤務開始：19年４月２日～
勤務時間：10：00～16：00の間で１日４時間程度

●広報うんぜん
平成18年11月18



市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500
	 ●	国見総合支所		78–2111	 ●	小浜総合支所		74–2111
	 ●	瑞穂総合支所		77–2111	 ●	南串山総合支所		88–3111
	 ●	愛野総合支所		36–2111	 ●	雲仙出張所		73–3445
	 ●	千々石総合支所		37–2001

　

現
在
、
母
子
福
祉
医
療
費
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
福
祉
医

療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で

病
院
等
に
か
か
っ
た
場
合
に
支

払
っ
た
医
療
費
の
一
部
が
市
か
ら

払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象

●
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
に
定
め

る
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
あ
っ

て
、
現
に
20
歳
未
満
の
子
を
監

護
し
て
い
る
人

●
母
子
家
庭
の
母
に
現
に
監
護
さ

れ
て
い
る
子
ま
た
は
、
父
母
の

な
い
子
で
あ
っ
て
18
歳
未
満
の

人
ま
た
は
、
高
等
学
校
に
在
学

す
る
20
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

11
月
15
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）

申
請
に
必
要
な
も
の

●
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
現
在
、

受
給
さ
れ
て
い
る
人
の
み
）

●
保
険
証

●
印
鑑

●
本
人
（
子
の
場
合
は
、
親
ま
た

は
監
護
し
て
い
る
人
）
名
義
の

通
帳
ま
た
は
、
口
座
番
号
の
確

認
で
き
る
も
の

※
更
新
手
続
き
を
と
ら
な
い
場

合
、
12
月
よ
り
福
祉
医
療
費
の

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

受
付
場
所

●
福
祉
事
務
所
福
祉
課
市
民
福
祉

班
●
市
役
所
福
祉
課

●
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

問
い
合
わ
せ

福
祉
事
務
所　

福
祉
課　

市
民
福

祉
班

　

保
険
年
金
課
で
は
、
訪
問
指
導

を
行
う
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

職
種　

看
護
師

勤
務
先　

瑞
穂
総
合
支
所
（
訪
問

指
導
は
市
内
全
域
）

勤
務
期
間　

12
月
１
日
〜
平
成
19

年
３
月
31
日

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

休
日　

土
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年

始
な
ど

賃
金　

日
額
７
２
０
０
円

そ
の
他

普
通
自
動
車
免
許
取
得
者

申
込
期
間

11
月
１
日
（
水
）
〜
20
日
（
月
）

申
込
方
法

　
「
臨
時
職
員
登
録
申
込
書
」
に

写
真
を
貼
り
、
取
得
し
て
い
る
免

許
証
の
写
し
を
添
え
て
、
市
役
所

人
事
課
ま
た
は
保
険
年
金
課
、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

●
保
険
年
金
課　

国
保
年
金
班

母子福祉医療費受給者証
更新のお知らせ

保険年金課◎ 福　祉　課◎

臨時職員募集

19 ●広報うんぜん
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毎
年
販
売
し
て
お
り
ま
す
県
民

手
帳
の
２
０
０
７
年
版
を
販
売
し

ま
す
。

　

一
般
的
な
手
帳
の
内
容
に
加
え

て
、
長
崎
県
内
の
祭
事
日
程
や
、

県
産
品
の
紹
介
、
地
理
的
な
統
計

デ
ー
タ
も
い
く
つ
か
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
「
資
料
編
」
と
し
て
、

九
州
や
県
内
の
主
要
官
公
庁
所
在

地
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
デ
ー
タ
を

集
め
た
小
冊
子
が
付
録
に
つ
い
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
と
お
り
、
今
回
か
ら
各
自

治
会
等
で
の
購
入
申
し
込
み
の
取

り
ま
と
め
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
期
間

11
月
20
日
（
月
）
〜
19
年
１
月
31

日
（
水
）

販
売
価
格

一
冊　

５
０
０
円
（
税
込
）

手
帳
の
仕
様

●
サ
イ
ズ　

縦
１
６
．
０
㎝
×
横

８
．
５
㎝
（
本
体
）

問
い
合
わ
せ
・
販
売
場
所

●
情
報
統
計
課　

統
計
班

●
各
総
合
支
所　

管
理
課

2007年版
県民手帳販売

情報統計課◎

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
で
す
。

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
子
ど
も
の

人
権
を
侵
害
す
る
だ
け
で
な
く
、

時
に
は
生
命
を
も
奪
っ
た
り
、
子

ど
も
の
心
身
に
傷
を
残
し
て
し
ま

う
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

虐
待
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
極
め
て

重
要
で
す
。

○
児
童
虐
待
と
は
？

　
「
虐
待
」
と
「
し
つ
け
」
は
違

い
ま
す
。

　
「
そ
ん
な
つ
も
り
で
は
な
か
っ

た
…
」
と
し
て
も
、子
ど
も
に
と
っ

て
有
害
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
虐

待
」
で
す
。

○
虐
待
に
は
、
次
の
４
種
類
が
あ

り
ま
す

●
身
体
的
虐
待

　

児
童
の
身
体
に
傷
を
負
わ
せ
た

り
、
傷
を
負
わ
せ
る
お
そ
れ
の
あ

る
暴
行
を
加
え
る
行
為

（
な
ぐ
る
・
け
る
・
首
を
し
め
る
・

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど
）

●
性
的
虐
待

　

児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す

る
こ
と
又
は
児
童
を
し
て
わ
い
せ

つ
な
行
為
を
さ
せ
る
こ
と

（
子
ど
も
へ
の
性
交
・
性
的
暴
力
・

性
的
行
為
の
強
要
な
ど
）

●
ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護
の
怠
慢
・

拒
否
）

　

児
童
の
心
身
の
正
常
な
発
達
を

妨
げ
る
よ
う
な
保
護
者
と
し
て
の

監
督
・
保
護
を
著
し
く
怠
る
こ
と

（
児
童
へ
の
愛
情
遮
断
、
衣
食
住

に
つ
い
て
無
関
心
・
怠
慢
、
児
童

へ
の
安
全
・
配
慮
を
怠
る
な
ど
）

●
心
理
的
虐
待

　

児
童
に
心
理
的
外
傷
を
与
え
る

行
為

（
児
童
に
対
し
、
言
葉
で
脅
す
・

無
視
を
す
る
な
ど
の
行
為
、
児
童

の
目
の
前
で
の
同
居
す
る
家
族
に

対
す
る
暴
力
な
ど
）

◎
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

わ
ず
連
絡（
相
談
）し
ま
し
ょ
う

　
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
」
に
お
い
て
は
、「
児
童

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童

を
発
見
し
た
場
合
は
、
児
童
相
談

所
・
福
祉
事
務
所
へ
通
告
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

児
童
虐
待
を
疑
う
よ
う
な
こ
と

を
発
見
し
た
時
は
、
福
祉
事
務
所

　

児
童
家
庭
班
、
中
央
児
童
相
談

所
へ
連
絡
（
相
談
）
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

義
務
で
す
。

※
連
絡
し
た
人
が
誰
な
の
か
と
特

定
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
情
報

は
決
し
て
漏
ら
し
ま
せ
ん
。（
守

秘
義
務
）

　

秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
相
談

●
子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番
（
中

央
児
童
相
談
所
）

☎
０
９
５
（
８
４
４
）
１
１
１
７

●
福
祉
事
務
所　

児
童
家
庭
班

児童虐待防止推進月間

福　祉　課◎

●広報うんぜん
平成18年11月20



市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500
	 ●	国見総合支所		78–2111	 ●	小浜総合支所		74–2111
	 ●	瑞穂総合支所		77–2111	 ●	南串山総合支所		88–3111
	 ●	愛野総合支所		36–2111	 ●	雲仙出張所		73–3445
	 ●	千々石総合支所		37–2001

　

雲
仙
市
内
で
生
産
さ
れ
た
優
良

な
農
畜
産
物
や
近
海
で
獲
れ
た
水

産
物
に
つ
い
て
、「
雲
仙
ブ
ラ
ン

ド
」
と
し
て
認
定
し
、
他
地
域
の

同
一
産
物
と
の
差
別
化
を
図
り
、

生
産
者
の
所
得
の
向
上
な
ら
び
に

雲
仙
市
の
知
名
度
向
上
を
図
る
た

め
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク

●
雄
大
な
雲
仙
普
賢
岳
の
丘
陵
地

か
ら
生
産
さ
れ
る
農
畜
産
物
と

２
つ
の
海
（
橘
湾
及
び
有
明
海
）

か
ら
獲
れ
る
水
産
物
を
想
像
す

る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
ロ
ゴ
マ
ー

ク
で
あ
る
こ
と

●
旗
、
シ
ー
ル
等
に
も
容
易
に
使

用
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ

と
●
用
紙
の
色
（
白
色
）
を
含
め
て

４
色
以
内
と
し
、
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
（「
ぼ
か
し
」
を
入
れ

た
り
、
色
の
濃
さ
を
段
階
的
に

変
え
る
手
法
）
の
使
用
は
不
可

●
他
の
商
標
・
意
匠
等
と
類
似
し

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

●
自
作
の
未
発
表
作
品
で
あ
る
こ

と
募
集
期
間

11
月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

必
着

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
当
日

受
信
で
き
た
も
の
ま
で
有
効

応
募
方
法

●
資
格

　

応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
１
人
何
点
で
も
応
募
可
能
で
す

が
、
応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
１

作
品
と
し
ま
す
。

●
書
式

　

市
が
指
定
す
る
書
式
（
Ａ
４
縦

長
白
色
用
紙
※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
記
入
事
項

　

デ
ザ
イ
ン
、
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
、

住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号

※
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
は
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
記
入
が
無
い

場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

●
方
法

　

持
参
ま
た
は
封
書
に
よ
る
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
と

し
ま
す
。

※
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
応
募
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
持
参
ま
た
は
郵
送
の
場
合
は
折

り
曲
げ
厳
禁
で
す
。

※
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
の
場

合
は
、
デ
ー
タ
量
１
Ｍ
Ｂ
以
下
、

フ
ァ
イ
ル
形
式
は
Ｊ
Ｐ
Ｇ
ま
た

は
Ｇ
Ｉ
Ｆ
と
し
ま
す
。

選
定
方
法

　

応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
採
用
候

補
作
品
を
一
次
選
考
し
、
採
用
候

補
作
品
に
つ
い
て
の
意
匠
、
商
標

登
録
等
同
一
、
酷
似
デ
ザ
イ
ン
調

査
を
実
施
し
た
後
、最
優
秀
賞
（
採

用
作
品
）
１
点
を
選
定
し
、
一
定

期
間
公
表
・
告
知
し
た
上
で
最
終

決
定
し
ま
す
。

入
賞
発
表

　

入
賞
者
に
は
直
接
通
知
し
、「
広

報
う
ん
ぜ
ん
」
及
び
「
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
で
発
表
し
ま
す
。

入
賞
者

最
優
秀
賞　

１
点

（
賞
状
及
び
副
賞
20
万
円
）

著
作
権
等

●
採
用
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権

利
は
、
雲
仙
市
に
帰
属
し
ま
す
。

●
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

そ
の
他

　

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」

公
募
要
領
に
よ
る
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

雲
仙
市
役
所
農
林
水
産
課　

物
産

振
興
班

〒
８
５
９ 

― 

１
１
０
７　

雲
仙
市

吾
妻
町
牛
口
名
７
１
４
番
地

☎
０
９
５
７
（
３
８
）
３
１
１
１

電
子
メ
ー
ル

norinsuisan@
city.unzen.

nagasaki.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.unzen.

nagasaki.jp/

雲仙ブランドロゴマーク募集
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健　診 献　血 講演会

11月の健診（検診）予定カレンダー

健診名 実施日 会　場受付時間対象者
１日（水）・２日（木）
６日（月）・７日（火）

午前9時～11時
（国見町）神代研修センター
（国見町）農村環境改善センター

胃がん検診 40歳以上の市民

あなたの献血が患者さんの生命を助けます。
あなたも愛の献血に、ぜひご協力ください。

〈小浜町〉・満妙寺
日時：11月８日（水）
 ９時30分～11時・12時～15時

〈国見町〉・国見町文化会館
日時：11月10日（金）
 ９時～12時・13時～15時30分

〈愛野町〉・愛野保健福祉センター
日時：11月22日（水）
　　　９時～11時・12時～16時

愛♥の献血

●問い合わせ●
・長崎県赤十字血液センター　☎095（843）3331
・市役所健康づくり課

　長崎県では、各保健所において、女性の医師によ
る「女性専用医療相談」を無料で実施しています。
　女性専用医療相談には“電話相談”と“面接相
談”がありますが、いずれも予約制です。まずは、保
健所にご連絡ください。
　保健所の女性保健師が、内容をお聞きしたうえ
で、必要に応じて女性医師への予約を行います。
　婦人科疾患、乳腺疾患、泌尿器疾患、大腸・肛
門疾患、皮膚疾患など、男性医師には相談しにくい
病気でお悩みの方、あるいは、更年期障害やスト
レス関連障害に伴う心身の不調など、女性特有の
健康問題で苦しんでいる方などは、ちょっと勇気を
出して相談してみられませんか。
　相談を希望される方や、詳しいことをお知りにな
りたい方は、最寄りの保健所にご連絡ください。

問い合わせ 　・県南保健所　☎0957（62）3287

女性専用医療相談のご案内

あなたの「心」元気ですか？

　ストレス社会といわれる現代、私たちは日々不安や緊張、失敗や
挫折などさまざまなストレスにさらされています。このような中で、
心の健康を損なう人が年々増えています。
　ストレスがあまりに強かったり蓄積したりすると、心身症やうつ病
の原因となります。
　うつ病にかかっている人の約3/4の人は、病気であると気づかな
かったりして医療をいけていないという現状にあります。
　うつ病を経験する頻度は、生涯を通じて15人に１人はかかると
いわれており、糖尿病や高血圧と同じで、誰でもかかる可能性があ
ります。

うつ病は早期発見・早期治療が大事です。

病気の正しい理解のために講演会を開催します。

・日時： 11月25日（土）　午後２時～４時
・場所：千々石保健センター
・講師：長崎大学大学院　医歯薬学総合研究科
　　　　  精神神経科学　教授　小澤　寛樹 先生
・内容：「うつ病」の正しい理解について

○うつ病とは？
　日常のストレスからくる悲しみや不安、むなしさといったゆううつ
な気分や無気力は、誰しも経験するものです。うつ病とは、こうした
こころの状態が長期間回復せず、日常生活に支障をきたしてしまう
病気です。
　うつ病は、ストレスにさらされれば誰でもなる可能性があるとい
う意味で、よく「こころの風邪ひきのようなもの」といわれています。

○うつ病の症状は？
　うつ病の症状は人それぞれです。このため、ついそのままほおっ
ておいたり、単なる疲れとして処理しがちです。
　うつ病のおもな症状は、次のとおりです。
　思い当たることはありませんか？
・やる気が出ない ・気分の落ち込み
・物事が決められない ・何をしても楽しくない
・眠れない、朝早く目が覚める ・息切れや、息苦しさ
・頭痛 ・肩こり
・体がだるい、疲れやすい ・食欲がない
・胃もたれ ・腰痛
・便秘、下痢 ・性欲が落ちる

○うつ病にならないために
　毎日の生活の中で「仕事」「休息」「運動」「遊び」の要素をバラン
スよく保ちましょう。

心身の健康は何をするのにも基本になります。
適切な休養をとりましょう！

●広報うんぜん
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健康のページ　問 健康づくり課　☎ 0957（38）3111

インフルエンザ予防接種のお知らせ

高齢者インフルエンザ予防接種
　満65歳以上の人を対象に、インフルエンザ予防接種を実施します。接種を希望される人は、医療機関にて接種してください。
　なお、この予防接種は、二類疾患の接種です。自らの責任と意思で接種を希望する場合にのみ接種を行います。必ず接種
を受けなければならないわけではありません。

【対象者】
①雲仙市内に住所を有する人で、接種時に65歳以上の人
②満60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、もしくは呼吸器の
機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に
障害を有する者として、厚生労働省令で定めるもの
（接種には身体障害者手帳などの写しが必要です）

【回数】
　１回

【接種期間】
　平成19年２月28日まで

【接種場所】
　長崎県内の接種可能な医療機関
　（接種前に医療機関で確認してください）

【料金】
　１，０００円（医療機関でお支払いください）
※生活保護世帯の人は無料ですが、確認書が必要となり
ます。確認書は、各総合支所、福祉事務所、市役所健康
づくり課で発行しています

【持参品】
　①健康手帳（予防接種の記録に必要です）
　②住所、氏名、生年月日が確認できるもの
　　（例：保険証、運転免許証など）
　③自己負担金１，０００円
　④生活保護世帯の人は、確認書

【その他】
・予防接種を受ける前に、必ず医療機関に予約をしてく
ださい

・予診票は、実施医療機関または各総合支所、福祉事務所、
市役所健康づくり課に備え付けてあります

乳幼児インフルエンザ予防接種
　生後６カ月から就学前までのお子さんを対象に、インフルエンザ予防接種を実施します。接種を希望される人は、医療機関
にて接種してください。
　なお、この予防接種は、任意接種です。健康被害が起きた場合は、市が加入している保険などによる補償になります。この
ことに同意された人のみ接種してください。

【対象者】
　生後６カ月から小学校就学前までの子

【回数】
　１人あたり２回

【接種期間】
　平成19年２月28日まで

【接種場所】
　雲仙市内または南島原市内の接種可能な医療機関
　（接種前に医療機関で確認してください）

【料金】
　１回あたり１，５００円
　（医療機関でお支払いください）
※生活保護世帯の人は無料ですが、確認書が必要となり
ます。確認書は、各総合支所、福祉事務所、市役所健康
づくり課で発行しています

【持参品】
①母子健康手帳（接種歴の確認と接種済の検印が確　　
認できないので、忘れた場合は接種できません）

②住所、氏名、生年月日が確認できるもの
　　（例：保険証など）
③自己負担金１回あたり１，５００円
④生活保護世帯の人は、確認書

【その他】
・予防接種を受ける前に、必ず医療機関に予約をしてく
ださい

・予診票は、実施医療機関または各総合支所、福祉事務所、
市役所健康づくり課に備え付けてあります
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　愛野町鶴寿老人会が企画した「交通安全教室」が、9月
12日に愛野町の中島公民館で行われました。
　会場では、雲仙警察署の署員を講師として招き、「歩行中の
高齢者の交通安全」や「シニアカーの安全運転」といった交
通安全に関する話のほかにも、「振り込め詐欺の防止」という
防犯に関する話があり、集まった皆さんも熱心に耳を傾けら
れていました。
　鶴寿老人会の松尾虎夫会長も、「話を聞いて皆さんもよく理
解できたと思います。今日の教室を教訓に、事故のないよう
に過ごしましょう。」と話されていました。

交通安全は任せて !!
愛野町鶴寿老人会「交通安全教室」

↓車両パレードで交通安全を呼びかけます

　秋の全国交通安全運動にあわせて、交通安全協会や雲
仙警察署などによる車両パレードが、9月21日に雲仙
市内で行われ、関係者がドライバーなどに交通安全を呼
びかけました。
　市役所に立ち寄った車両パレードに、市長が、「車両
による広報啓発活動は、ドライバーや歩行者への注意喚
起に効果的な手段です。市民の安全のため、交通安全運
動の周知徹底をお願いします。」とのメッセージを送り
ました。
　また、小浜町の小浜幼稚園の園児たちが、９月22日、
23日、25日に交通安全鼓笛パレードを行いました。
これは、同幼稚園が、秋の全国交通安全運動にあわせて、
毎年実施しているもので、80人の園児たちは、鼓笛を
演奏しながら商店街などを練り歩き、交通安全運動を呼
びかけました。
　このほか市内では、運動期間中、早め点灯啓発や電動
車いす安全利用体験講習、さわやか作戦などが行われま
した。

ルールを守って、安心・安全なまちへ
秋の全国交通安全運動

↓小さな鼓笛隊からも交通安全をお願いします

↑老人会の皆さんも交通安全について勉強中

●広報うんぜん
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↓提言書を読み上げる坂本座長と伊達副座長 ↓山口さん（中央）と愛の町農友会の皆さん

　雲仙市総合計画市民懇話会は、提言書をまとめ、
10月４日に坂本博座長と伊達美奈副座長が市役所を
訪れ、市長に提出しました。
　この市民懇話会は、市で策定を進めている「雲仙市
総合計画」の政策・施策などについて、幅広い市民の
意見を反映させるため、今年８月に発足しました。委
員の皆さんは、約２カ月間の短い期間ながら、それぞ
れの時間を割いて熱心に意見交換されました。

市民が主役のまちづくりのために
雲仙市総合計画市民懇話会

　「第18回全国農業青年交換大会山形大会」が、９
月４日〜６日にかけて山形市で行われました。
　この大会のプロジェクト発表の部に出場した「愛の
町農友会」山口忠輔さん（愛野町）が、農林水産大臣
経営局長賞を受賞しました。
　「ばれいしょ栽培における緑肥作物の品種比較検討」
についての発表で受賞された山口さんは、「これを励
みに、緑肥作物のさらなる実用化を目指し、雲仙市農
業の振興に役立てたい」と話されました。

農林水産大臣経営局長賞受賞
第18回全国農業青年交換大会山形大会

↓２人の演奏に、会場中がうっとり♪ ↓完成した案山子とメンバーの皆さん（左下）

　世界的な二胡奏者として知られる姜建華（ジャン・
ジェンファー）さんと、中国内外で活動する中国琵琶
奏者の楊宝元（ヤン・パオウェン）さんによるデュオ
コンサートが、９月 27 日に北串小中学校体育館、
28日に雲仙小中学校体育館で行われました。
　日本の童謡やクラシック、中国の民族音楽など、中
国楽器の優雅な音色に会場の皆さんは聞き入っていま
した。

中国楽器が織りなすメロディー
二胡と中国琵琶によるデュオコンサート

　千々石町の坊地区資源保全活動組織（代表　町田芳
朗さん）では、活動の一環として、坊地区の水田に
案
か か し

山子を設置しました。
　これは、自治会・子ども会・婦人会・老人会・農業
者が一体となって、ほ場整備地区の景観形成・生活環
境保全を目的として行ったもので、７月 24 日に
案
か か し

山子を制作し、９月 22 日に設置したものです。
20体を超える案山子が、実りの時期を迎えた稲穂を
見守っていました。

いろんな顔が稲を守ります
千々石町坊地区の案

か か し

山子
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↓皆さんも美化意識を持って行動しましょう ↓参加者の言葉「都会とは緑の色の濃さが違う」

　千々石町青年団は、千々石川清掃「千々石川のぼり」
を９月23日に実施しました。
　これは、ゴミや環境問題について考え、自分たちが
住む町の環境を守ることにつながればとの思いから、
毎年実施しているものです。千々石川の下流から上流
へ、約３㎞にわたってゴミを拾い、回収したゴミの量
は、100kg近くになっていました。

美しいふるさとを守ろう
千々石町青年団「千々石川のぼり」

　国土交通省「こだわりステイ１week」推進事業「お
となの長旅・九州」の参加者が、10月３日に千々石
町の棚田で稲刈りなどを体験しました。実証実験のモ
ニターとして雲仙市に滞在しながら、さまざまな体験
してもらうプログラムとなっています。
　詳しくは、「おとなの長旅・九州」コンソーシアム
（http://www.nagatabi.jp）または市役所観光課にお
問い合わせください。

ロングステイでぬくもりにふれる
雲仙感動百科事典「大人の修学旅行」

↓急きょ行われた山本華世さんとのじゃんけん大会 ↓郷土の味と言葉に笑顔いっぱいの会場

　合併後初めてとなる「くにみの日 2006」が９月
23日に有明フェリー駐車場を中心とした国見町内の
５会場で行われ、多くの観客でもりあがりました。
　当日は、天気にも恵まれ、メインステージでは、キャ
ラクターショーやチアリーディングのほか、テレビで
おなじみの山本華世さんによるトークショー、大抽選
会、八重山モンキーのライブなど、さまざまな催し物
に訪れた人たちも大満足の様子でした。

９月 23 日は「くにみの日」
くにみの日2006

　19回目となる「関東瑞穂会」が、９月９日に東京
都四ツ谷駅前のスクワール麹町で行われ、67人の参
加者でにぎわいました。
　関東一円に生活する旧瑞穂町出身者の交流を目的と
した同会も、合併後初めての開催となり、参加した山
口瑞穂総合支所長が、まもなく合併１周年を迎える雲
仙市の近況を報告しました。
　会場は大いに盛り上がり、来年も９月の第２土曜日
に開催することを約束して、散会となりました。

遠い故郷に思いを馳せて…
関東瑞穂会

●広報うんぜん
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　雲仙市地域防災計画策定に向けた「雲仙市防災会議」が、
９月26日に千々石総合支所で行われ、市長をはじめ市か
ら委嘱された防災会議委員31人が出席しました。
　まず、市長が、「地域防災計画策定に、皆さんのお力添
えをお願いします。」とあいさつした後、各委員の紹介、
地域防災計画策定の概要と今後のスケジュールなどについ
ての説明がありました。
　市では、12月中に地域防災計画の素案をまとめ、県と
協議した後、年度内に計画を策定する予定です。防災会議
の終了後、国民保護協議会が開催されました。この協議会
は、国民保護計画の作成にあたり、その内容などを市長が
諮問する機関で、今後雲仙市の計画案に関する審議が行わ
れます。
　国民保護計画とは、雲仙市が外国からの武力攻撃を受け
た場合や大規模テロが発生した事態に備えて、市民の皆さ
んの安全を守り、被害を最小限にとどめるための計画です。
この計画は、武力攻撃事態等における国民の保護のための
設置に関する法律（国民保護法）に基づき、すべての都道
府県や市町村に作成が義務づけられています。

いざというときのために
防災会議、国民保護協議会

↓雲仙市防災会議での市長あいさつ

↓雲仙市国民保護協議会の皆さん

↓地元関係者に話を聞く金子知事（南串山町溜水地区）

　金子知事が、合併後の県内の自治体の現状を理解し、今
後の県の施策に生かすため、10月11日に市内で進行中の
県の事業や市内の産業の実情などを視察し、市長や地元関
係者と意見交換しました。
　知事は、市内各地で視察を行い、小浜町雲仙では昼食会
を兼ねた意見交換会も行われました。

しっかりとした協力体制を
金子知事が雲仙市視察

　視覚に障害を持つ人たちでつくるNPO法人
ふれあいステーションと南島原市のアイ愛会の
皆さんが、合同感覚訓練としてパットゴルフを
楽しみました。
　さわやかな秋晴れとなったこの日、皆さんパ
ターを手に気持ちの良い汗を流していました。
　参加した人は「みんなで楽しみながらやって
います。もっと多くの人に参加してほしい」と
話されました。　

青空の下でナイスショット！
ふれあいステーションとアイ愛会、合同感覚訓練

↑ボランティアの人とペアになってコースを回ります

まちのわだい
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人口
男
女
世帯数

51,100人
24,247人
26,853人
16,394世帯

9月末現在（住民基本台帳）
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役
割
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

う
た
め
の
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
税
務
行
政
の
Ｉ
Ｔ
化
へ
の

取
り
組
み
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
観
点
か
ら
「
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
）の
利
用
促
進
お
よ
び
周
知
」

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.nta.go.jp

◆
年
末
調
整
の
説
明
会
の
開
催

　
「
平
成
18
年
分
年
末
調
整
と
ｅ

―
Ｔ
ａ
ｘ
の
説
明
会
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日
（
木
）

○
国
見
会
場

・
国
見
町
文
化
会
館

・
午
前
9
時
30
分
〜
12
時

《
対
象
地
域
》
国
見
町
、
瑞
穂
町
、

吾
妻
町
、
愛
野
町

○
南
串
山
会
場

・
南
串
山
ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

・
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

《
対
象
地
域
》千
々
石
町
、小
浜
町
、

南
串
山
町

問
い
合
わ
せ

島
原
税
務
署

☎
０
９
５
７
（
62
）
３
２
８
１

年
金
に
つ
い
て

◆
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
必
要

で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
（
非
課
税
）
の

対
象
で
す
。

　

11
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

は
、
年
末
調
整
な
ど
で
申
告
す
る

場
合
に
必
要
で
す
。
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
00
）
９
９
１
１

（
月
〜
金　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）
19
年
３
月
16
日
ま
で

◆
住
基
ネ
ッ
ト
の
活
用
で
現
況
届

の
提
出
を
省
略

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
て
、
年
金
受
給
者
の
現
況

確
認
を
12
月
生
ま
れ
の
人
か
ら
順

次
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

狩猟解禁です狩猟解禁です狩猟解禁です
　11月15日から翌年の２月15日まで（イ
ノシシの捕獲に限っては３月15日まで）
狩猟が解禁となります。
　千々石・小浜休猟区は10月31日をもっ
て休猟区指定を解除されました。
　法令で定められた鳥獣保護区等の規制
区域、人家のある場所、公道、公園等を
除く山野、海岸等で狩猟が行われますの
で、狩猟期間中は次の点に留意してくだ
さい。

○遠足などに出かけるときは、目的地や
行程が狩猟が行われる場所ではないか
など、事前の安全確認を行ってくださ
い。

○山野を歩いたり、山林などで作業をす
る際は、なるべく目立つ服装をし、ラ
ジオを流すなどして、自分の存在を周
囲に知らせるようにしてください。

○狩猟に伴う、危険と思われる行為や事
故を見聞したときは、最寄りの警察に
通報してください。

長崎県自然保護課 ☎095（895）2384
島原振興局 ☎0957（63）0111
雲仙警察署 ☎0957（75）0110
市役所農林水産課 ☎0957（38）3111

問い合わせ

●広報うんぜん
平成18年11月28



●納期限は、11月30日（木）です。

11月は の納入月です。国民健康保険税（5期）

口座振替を利用される方は、口座の確認をお願いします。
納税には、便利で安心な口座振替をご利用ください。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
現
況
届
の

提
出
が
不
要
と
な
り
、
受
給
者
の

負
担
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
給
年
金
額
対
象
者

の
生
計
維
持
確
認
や
、
診
断
書
等

の
提
出
は
、引
き
続
き
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

諫
早
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
９
５
７
（
25
）
１
６
６
３

の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

11
月
７
日
（
火
）
〜
17
日
（
金
）

の
間
、
県
央
県
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
点
検
整
備
の
た
め
、
休
館

し
ま
す
。
期
間
中
、
利
用
者
の
皆

様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、18
日（
土
）〜
20
日（
月
）

は
風
呂
の
み
の
営
業
、21
日
（
火
）

は
休
館
日
、
22
日
（
水
）
か
ら
通

常
営
業
で
す
。

問
い
合
わ
せ

県
央
県
南
広
域
環
境
組
合

☎
０
９
５
７
（
35
）
８
２
０
０

介
護
予
防
推
進
の 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

　

長
崎
県
で
は
、
介
護
予
防
を
推

進
す
る
た
め
に
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
募
集
し
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
、
介
護
予
防
に

取
り
組
み
、
高
齢
者
が
地
域
で
生

き
生
き
と
生
活
し
て
い
る
状
況
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
、
親
し
み
や
す
い

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

県
内
に
在
住
の
人

募
集
締
切　

11
月
30
日
（
木
）（
当

日
消
印
有
効
）

賞
・
最
優
秀
賞
１
点　

賞
状
、
副

賞
（
３
万
円
相
当
の
県
産
品
）

・
優
秀
賞　

２
点　

賞
状
、
副
賞

（
１
万
円
相
当
の
県
産
品
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

長
崎
県
福
祉
保
健
部
長
寿
社
会
課

☎
０
９
５
（
8
9
5
）
2
4
3
4

〒
８
５
０
‐
８
５
７
０

長
崎
市
江
戸
町
２
‐
13

「
介
護
予
防
推
進
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
募
集
係
」

長
崎
県
最
低
賃
金 

時
間
額
６
１
１
円

　

長
崎
県
最
低
賃
金
は
10
月
１
日

か
ら
時
間
額
６
１
１
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
長
崎
県
内

の
事
業
所
で
雇
用
さ
れ
る
す
べ
て

の
労
働
者
（
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

特
定
の
産
業
に
は
、
産
業
別
最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
５
（
８
０
１
）
０
０
３
３

賃
金
不
払
残
業
無
料
電
話
相
談

　

長
崎
県
労
働
局
で
は
、
11
月
を

「
賃
金
不
払
残
業
解
消
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
月
間
」
と
定
め
、
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
賃
金
不
払
残
業
（
い

わ
ゆ
る
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」）
の

撲
滅
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、次
の
と
お
り「
サ
ー

ビ
ス
残
業
」
に
関
す
る
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
23
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

☎
０
１
２
０
（
７
９
３
）
２
８
３

問
い
合
わ
せ

長
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

☎
０
９
５
（
８
０
１
）
０
０
３
０

飲酒運転は犯罪です飲酒運転は犯罪です
飲酒運転による痛ましい事故が
後をたちません

飲んだら乗らない！
乗るなら飲まない!!
車を運転する人には酒を出さない!!!

飲酒運転は絶対にやめましょう

愛のまちふれあい農園
入園者募集

愛のまちふれあい農園
入園者募集

　愛のまちふれあい農園（貸し農園）の
入園者を募集します。
　この農園は家庭菜園向きで、家族とと
もに自然とふれあい、土と親しみ、農業
への理解も深めることができる農園とし
て、平成９年から開設しています。
　個人・団体・市内外を問わず入園でき
ますので、この機会にぜひお申し込みく
ださい。

場　　　所：雲仙市愛野町乙城ノ尾原
 （国道57号沿い、看板あり）
１区画面積：15 ㎡
入　園　料：１区画　1,385 円（１年間）
設 備 内 容：農具各種・水道
栽培可能な作物：家庭用野菜類であれば、
 特に制限なし

申し込み・問い合わせ
愛野総合支所 産業建設課 ☎0957（36）2111

健康づくりにもなりますよ♪健康づくりにもなりますよ♪
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月
火
水
木
金
土・日

息切れ

圧迫骨折

インフルエンザの予防接種

耳閉感について

洗口剤

分娩時の大出血　その③ 胎盤早期剥離 ☆午前９時～翌朝９時までの24時間、
　同じ内容のテープが流れます。

長崎県保険医協会

第
11
回
「
秋
の
彩
展
」

　
「
小
浜
ば
花
い
っ
ぱ
い
に
す
う

で
」
の
「
秋
の
彩
展
」
の
一
環
と

し
て
、
長
崎
大
学
教
授
や
学
生
・

卒
業
生
の
方
々
と
、
美
術
を
通
し

た
交
流
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時　

11
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

小
浜
町
歴
史
資
料
館

（
雨
天
時
は
小
浜
町
南
本
町
公
民

館
）

対
象
者　

園
児
・
小
学
生
・
一
般

参
加
料
無
料
（
昼
食
あ
り
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ

小
浜
ば
花
い
っ
ぱ
い
に
す
う
で
事

務
局
（
城
谷
）

☎
０
９
０（
２
５
０
４
）２
８
３
６

畜
産
試
験
場
一
般
公
開

　

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

長
崎
県
畜
産
試
験
場

内
容　

試
験
研
究
紹
介
、
乳
し
ぼ

り
体
験
、
子
牛
・
子
豚
と
の
ふ
れ

あ
い
・
ヒ
ヨ
コ
牧
場
、
お
絵
か
き

コ
ー
ナ
ー
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
体
験

乗
車
、畜
産
物
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
、

畜
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
畜
産
試
験
場

☎
０
９
５
７
（
68
）
１
１
３
５

橘
湾
イ
カ
釣
り
体
験

日
時　

11
月
11
日
（
土
）・
12
日

（
日
）（
１
泊
２
日
）

対
象
者　

小
学
４
年
生
以
上
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員　

80
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

経
費　

４
０
７
０
円

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

県
立
千
々
石
少
年
自
然
の
家

☎
０
９
５
７
（
37
）
２
７
６
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
8

.o
cn

.n
e

.jp
/

~tijiw
a/

自
治
医
科
大
学
（
医
学
部
）

入
学
者
募
集

資
格　

高
等
学
校
も
し
く
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
し
た
人
（
19
年

３
月
卒
業
見
込
含
む
）、
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
認
め

ら
れ
る
人
。

募
集
人
員　

１
０
０
人

第
一
次
試
験
日　

19
年
１
月
29
日

（
月
）・
30
日
（
火
）

出
願
期
間　

19
年
１
月
５
日（
金
）

〜
１
月
23
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
福
祉
保
健
部
医
療
政
策
課

☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
６
３

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校 

生
徒
募
集

資
格　

中
学
校
卒
業
以
上
（
19
年

３
月
卒
業
予
定
者
含
む
）

募
集
人
員　

30
人

試
験
日

・
推
薦　

19
年
１
月
26
日
（
金
）

・
一
般　

19
年
２
月
11
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

☎
０
９
５
７
（
86
）
２
１
５
１

国
立
波
方
海
上
技
術 

短
期
大
学
校
学
生
募
集

資
格　

高
等
学
校
卒
業
（
19
年
３

月
卒
業
見
込
含
む
）
ま
た
は
同
等

以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

めぐりあい隊
（企業・任意団体、

個人など）

イベントの
企画・参加

めぐりあい応援隊
（イベント企画会社など）

登録
イベント
情報提供 長崎県青年団連合会

（長崎県が委託）

認定
イベントの企画

問い合わせ

　少子化の主な要因とされている晩婚化や未婚率の
上昇に歯止めをかけるため、県では、男女の出会い
のきっかけづくりとなる場を提供する「ながさきめぐりあい
事業」に取り組みます。
結婚したい個人に企業等の協力を得て、男女の
出会いの場（イベント）を提供します

○めぐりあい事業ホームページ
http://meguriai-nagasaki.jp
○事務局　長崎県青年団連合会
☎0957（53）3220　ファクス0957（53）3650
○長崎県こども政策局
☎095（895）2683

めぐりあい隊への登録
資格：結婚を希望している独身男女
方法：パソコンまたは携帯からメールマガジンに登録
（ホームページ　http://meguriai-nagasaki.jp）
→登録したアドレスにメールマガジンが届く→気に入っ
たイベントに参加申込→すてきな出会いがあるかも…♡

●広報うんぜん
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3 日
5 日
12日
19日
23日
26日

松 尾 胃 腸 科 外 科 医 院
天 野 医 院
大 田 整 形 外 科
木 戸 医 院
松 本 内 科 医 院
耳鼻咽喉科・気管食道科・外科　菅医院
前 田 内 科 胃 腸 科 医 院
馬 場 医 院
よ こ た 医 院
城 代 医 院
長 田 医 院
副 島 内 科 ク リ ニ ック

0957（78）1000
0957（37）2015
0957（78）5413
0957（74）2046
0957（65）3333
0957（88）3131
0957（77）3089
0957（73）3666
0957（77）2000
0957（37）2032
0957（77）3622
0957（74）3700

国 見 町
千々石町
国 見 町
小 浜 町
国 見 町
南串山町
瑞 穂 町
小 浜 町
瑞 穂 町
千々石町
瑞 穂 町
小 浜 町

日 医 療 機 関 電話番号 町 名

る
人

募
集
人
員　

90
人

試
験
日

・
一
般
（
前
期
）

　

11
月
25
日
（
土
）

・
一
般
（
後
期
）

　

19
年
１
月
27
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ

国
立
波
方
海
上
技
術
短
期
大
学
校

☎
０
８
９
８
（
41
）
５
２
７
８

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

　

県
南
保
健
所
で
は
、
定
期
的
に

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
」
を

開
催
し
、
勉
強
会
や
情
報
交
換
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
月
は
次

の
日
程
で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
８
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

県
南
保
健
所

内
容　

講
話
・
体
操
「
日
常
生
活

の
工
夫
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

問
い
合
わ
せ

県
南
保
健
所　

地
域
保
健
課

☎
０
９
５
７
（
62
）
３
２
８
７

農
林
水
産
統
計
の
調
査
員
募
集

　

農
林
水
産
省
で
は
、
各
種
の
農

林
水
産
統
計
の
作
成
過
程
の
調
査

に
、
広
く
国
民
の
皆
様
に
参
画
し

て
い
た
だ
く
た
め
、「
統
計
調
査

員
」
や
「
調
査
補
助
者
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

九
州
農
政
局
長
崎
農
政
事
務
所

島
原
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
７
（
62
）
６
１
２
５

社
会
活
動
協
力
支
援
の
公
募

　

長
崎
ロ
マ
ン
遊
技
事
業
協
会
で

は
、
地
域
社
会
の
安
全
・
活
性
化
、

児
童
等
の
健
全
育
成
お
よ
び
社
会

福
祉
の
向
上
等
を
援
助
す
る
社
会

活
動
協
力
支
援
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
社
会
文
化
活
動
を
行
う
個

人
や
団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
公

募
し
て
い
ま
す
。

公
募
締
切　

11
月
15
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ

長
崎
ロ
マ
ン
遊
技
事
業
協
会

☎
０
９
５
（
８
２
２
）
２
６
６
６

兵
庫
県
に
お
け
る
石
綿
（
ア
ス

ベ
ス
ト
）
健
康
管
理
支
援
事
業

　

兵
庫
県
で
は
、
肺
に
石
綿
に
よ

る
症
状
が
あ
る
人
で
、
病
院
で
の

診
断
結
果
に
よ
り
経
過
観
察
が
必

要
と
さ
れ
た
人
を
対
象
に
、
半
年

に
１
回
の
経
過
観
察
に
か
か
る
費

用
を
負
担
す
る
「
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
健
康
管
理
支
援
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
兵
庫
県
に
お
住
ま
い
の

人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

兵
庫
県
健
康
生
活
部
健
康
局
疾
病

対
策
課
検
診
指
導
係

☎
０
７
８
（
３
４
１
）
７
７
１
１

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
〜
12
時
、
午
後
１
時
〜
５
時
）

ご寄付のお礼ご寄付のお礼
◎千々石中学校へ図書の寄贈
・濱崎健治様（千々石町）
 ご子息の淳様ご逝去に伴う香典返しに代えて
◎雲仙市奨学資金基金へ
・青野三千年様（千々石町）
 奥様のヒサ子様ご逝去に伴う香典返しに代えて
・田中ハツミ様（千々石町）　
 ご主人様の富夫様ご逝去に伴う香典返しに代えて
　以上の方から寄付をいただきました。ありが
とうございました。

お詫びと訂正
広報10月号に誤りがありました。深くお詫びし、訂正・
追加します。申し訳ありませんでした。
訂正
●７ページ：陸上競技
（誤）【40～44 歳・男子】砲丸投
第１位　森田和富（吾妻）
（正）【45～49 歳・男子】砲丸投
第１位　森田和富（吾妻）
●８ページ：水泳競技
【60 歳代・男子】25ｍバタフライ　第１位
（誤）田中祐一　→（正）田中佑一

追加
●７ページ：陸上競技
【40～44 歳・男子】  100ｍ  第１位  島田　学（愛野）
【45～49 歳・男子】3000ｍ  第１位  高原信彦（吾妻）
【60 歳以上・男子】3000ｍ  第１位  田中佑一（小浜）
●９ページ：第 61回国民体育大会長崎県選手団
○陸上少年女子
選手　永岡　飛鳥（千々石町）

市役所　秘書広報課

　本校吹奏楽部が８月上旬に京都府舞鶴市での「第30回全国高等学
校総合文化祭」出場しました折りの協賛金の募金に際しましては、保護
者、同窓会、地域の方々に暖かいご協力をいただき誠にありがとうござい
ました。
　お陰様で約70名が会場において長崎県代表として恥じることのない演
奏とパフォーマンスを披露することができました。
　来る11月11日（土）に本校菖蒲祭（文化祭）において、練習の成果を披
露いたしますので、お誘い合わせの上、ご来校ください。

ありがとうございましたありがとうございました

長崎県立口加高等学校長　宮崎芳之
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お
祝
い
の
こ
と
ば

　

ま
ず
は
、1
9
7
7
年
の
第
32
回
国
体
以
来
29

年
ぶ
り
の
優
勝
と
い
う
快
挙
の
報
に
接
し
、岩
永

竜
太
君
の
今
回
の
偉
業
に
対
し
心
か
ら
の
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
も
、
岩
永
君
が
、
我
が
雲
仙
市
の
吾
妻
町

出
身
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
に
は
、驚
き
と

感
動
を
覚
え
、二
重
の
喜
び
に
浸
っ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

岩
永
君
は
、「
自
分
の
夢
に
必
要
な
こ
と
は
自

分
で
や
る
」
と
い
う
確
固
た
る
自
立
心
を
持
ち
、

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
、こ
の
栄
冠
を
勝
ち
取
ら
れ
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、コ
ー
チ
の
方
が
言
わ
れ

た「
勝
っ
た
」と
い
う
よ
り
も「
相
手
に
負
け
な
か

っ
た
」と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
聞
き
、
レ
ス
リ
ン
グ

の
難
し
さ
と
岩
永
君
の
凄
さ
を
再
認
識
し
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
岩
永
君
、そ
し
て
そ

れ
を
支
え
育
み
続
け
た
岩
永
家
の
ご
家
族
の
皆

様
方
、そ
う
し
た
多
く
の
ご
支
援
と
ご
協
力
が
今

回
の
快
挙
の
原
動
力
と
確
信
致
し
ま
す
し
、引
い

て
は
、郷
土
吾
妻
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
い
う
誇

り
こ
そ
が
今
回
の
岩
永
君
に
勝
利
を
も
た
ら
し

た
も
の
と
信
じ
ま
す
。

　

岩
永
君
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
、

お
祝
い
の
言
葉
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

雲
仙
市
長　

奥
村　

愼
太
郎

♪ファミリー的な雰囲気の
中で活動中♪
　「舞華連」では《よさこい
踊り》を一緒に楽しめる仲
間を募集しています！年
齢・性別問いません！
　一度見にいらしてくださ
い。お待ちしています

練習日：毎週木・土曜日
　　　　（午後８時～10 時）
場　所：市立千々石
　　　　第一小学校体育館
問い合わせ
中村　☎0957（37）3822
福島　☎0957（37）2142

　世界的指揮者の佐渡裕
が首席指揮者を務め、全
国的に人気を集めるプロ
フェッショナル吹奏楽団
「シエナ・ウインド・オ
ーケストラ」の実力派金
管楽器奏者によって構成
される金管 10 重奏のア
ンサンブル、「シエナブラス」によるコンサートが開催されま
す。レパートリーは古典からポピュラー、ジャズと多彩。
　卓越した技量と雑妙なアンサンブル、華麗なシエナ・サウ
ンドにご期待ください。
　南串中学校も出演します。

日　時：11 月 26 日（日）　午後２時開演
場　所：ハマユリックスホール
入場料：無料（要整理券）
整理券は雲仙市教育委員会、各分室、国見町文化会館、ハマユ
リックスホールにて配布中。

問い合わせ
教育委員会生涯学習課　☎0957（37）3113

　今回の移動展では、７部門（日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真、
デザイン）の入賞者、地元入選者作品等約120点が展示されます。
日　時：11 月 23 日（木）～26 日（日）　９:00～17:00
場　所：愛野農業者トレーニングセンター
　　　　（愛野町公民館前）
　初日の 23 日は午前 10 時 15 分から 12 時まで、デジカメとパ
ソコンを使ったワークショップも開催されます。
※ワークショップは申し込みが必要です（定員 20 名）

問い合わせ・申し込み
教育委員会生涯学習課　☎0957（37）3113

サークルトークでドキドキ自己紹介
♪買出しに行ってわいわいクッキング♪
★☆夜はキャンプファイヤー☆★
素敵な出逢いを見つけに来ませんか？

日　　時：12 月２日（土）～３日（日）（１泊２日）
場　　所：千々石少年自然の家（ログハウス）
参 加 費：男性…3,000 円　女性…2,000 円
参加資格：20 歳以上の独身男女（各 16 名）
※応募者多数の場合は抽選となります。
申込期限：11 月 17 日（金）まで
問い合わせ・申し込み
吾妻町青年団（午前９時～午後９時）
☎090（1165）9329（白山）

サークルトークでドキドキ自己紹介
♪買出しに行ってわいわいクッキング♪
★☆夜はキャンプファイヤー☆★
素敵な出逢いを見つけに来ませんか？

日　　時：12 月２日（土）～３日（日）（１泊２日）
場　　所：千々石少年自然の家（ログハウス）
参 加 費：男性…3,000 円　女性…2,000 円
参加資格：20 歳以上の独身男女（各 16 名）
※応募者多数の場合は抽選となります。
申込期限：11 月 17 日（金）まで
問い合わせ・申し込み
吾妻町青年団（午前９時～午後９時）
☎090（1165）9329（白山）

　自立した生活を目指し、地域
の方とふれあうために「野の花
風館まつり」を計画しました。

日　時： 12月２日（土）・３日（日）
 10：00～15：00
場　所： 野の花　風館
 （国見町多以良丁 
  1366－1）
内　容： ○バザーコーナー　
 ○喫茶コーナー
 ○展示販売コーナー
 ○合唱演奏

問い合わせ
精神保健福祉地域活動所
ふれあい工房 野の花
☎・ファックス　0957（78）3526

シエナブラスと奏でる
♪市民音楽祭♪

第51回　長崎県美術展覧会公募展移動展
～入場無料～

舞華連メンバー募集 野の花　風館まつり

ザ♥出逢い
恋の始まりを、待ってるだけですか？

Love
2006

市長へ優勝報告に訪れた岩永君
（写真右）と喜多監督（写真左）

発
行
：
雲
仙
市
役
所

編
集
：
秘
書
広
報
課

N
o.13
平
成
18年

11月
１
日
発
行




